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このユーザーズマニュアル［1/2］は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくようにして
ください。

安全にかかわる表示について
プリンタを安全にお使いいただくために、このユーザーズマニュアル［1/2］の指示に従って操作してくだ
さい。

このユーザーズマニュアル［1/2］には装置のどこが危険か、指示を守らないとどのような危険に遭うか、
どうすれば危険を避けられるかなどについて説明されています。
また、装置内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。

ユーザーズマニュアル［1/2］ならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」とい
う用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示し
ます。

指示を守らないと、火傷やけがのおそれ、および物的損害の発生のおそれが
あることを示します。

危険に対する注意・表示は次の三種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を
持つものとして定義されています。

この記号は注意を怠ると、危険が発生するおそれがあることを示しま
す。記号内の絵表示は危険の内容を図案化したものです。（注意の喚起）

この記号は行為の禁止を表します。記号内や近くの絵表示はしてはなら
ない行為の内容を図案化したものです。（行為の禁止）

この記号は行為の強制を表します。記号内の絵表示はしなければならな
い行為の内容を図案化したものです。危険を避けるためにはこの行為が
必要です。（行為の強制）

警 告�

注 意�

（感電注意）

（接触禁止）

（プラグを抜け）
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ユーザーズマニュアルおよび警告ラベ
ルで使用する記号とその内容
注意の喚起

指示を守らないと、毒性の物質によ
る被害のおそれがあることを示しま
す。

指示を守らないと、レーザ光による
失明のおそれがあることを示しま
す。

指示を守らないと、発煙または発火
のおそれがあることを示します。

指示を守らないと、感電のおそれが
あることを示します。

指示を守らないと火傷を負うおそれ
があることを示します。

指示を守らないと、指などがはさま
れるおそれがあることを示します。

プリンタを分解・修理・改造しない
でください。感電や火災のおそれが
あります。

行為の禁止

行為の強制

指定された場所には触らないでくだ
さい。火傷・感電などの傷害が起こ
るおそれがあります。

プリンタの電源プラグをコンセント
から抜いてください。火災や感電の
おそれがあります。
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商標について

NMPS、PrintAgentは日本電気株式会社の商標です。
Microsoftとそのロゴ、およびWindows、Windows NT、MS-DOSは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国にお
ける登録商標です。
Windows 3.1はMicrosoft Windows operating system Version 3.1、Windows 95はMicrosoft Windows 95 operating
systemの略です。
Windows NT 3.5/3.51/4.0はMicrosoft Windows NT Workstation operating system Version 3.5/3.51/4.0および
Microsoft Windows NT Server network operating system Version 3.5/3.51/4.0の略です。
i486は米国Intel Corporationの商標です。
ESC/Pはセイコーエプソン株式会社の登録商標です。
NetWareは米国Novell, Inc.の登録商標です。
Macintosh、Mac OS、QuickDraw、TrueType、LocalTalk、漢字Talkは米国Apple Computer, Inc.の米国およびその他の
国で登録された商標です。
IBM、PS/V、ATは米国International Business Machines Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
UNIXオペレーティングシステムはX/Open Company, Ltd.がライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標
です。
TranXitはPuma Technology, Incの登録商標です。
Adobe、AcrobatはAdobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標です。

その他記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。

ご注意

1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
3. NECの許可なく複製・改変などを行うことはできません。
4. 本書は内容について万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあり
ましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

5. プリンタの機能の一部は使用する環境あるいはソフトウェアによってはサポートされない場合があります。
6. 運用した結果の影響については4項および5項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。
7. 本製品を第三者に売却・譲渡する際は必ず本書も添えてください。

　NEC Corporation 1998
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当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープログラ
ムの基準に適合していると判断します。

高調波ガイドライン適合品

この装置は、通商産業省通知の家電・汎用品
高調波抑制対策ガイドラインに適合しています。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。
この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近
接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

漏洩電流自主規制について

この装置は、社団法人日本電子工業振興協会のパソコン業界基準（PC-11-1988）に適合しています。

電源の瞬時電圧低下対策について

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低
下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをお勧めします。
（社団法人日本電子工業振興協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表
示）

海外でのご使用について

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けてお
りません。したがって、本装置を輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故によ
る補償等の問題が発生することがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただき
ます。
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はじめに
このたびはNECのプリンタをお買い求めいただきまして、まことにありがとうございます。

MultiWriter 1400Xはネットワークに対応した高速A4プリンタです。
また、Windows環境でより簡単に、より快適に使用していただけるNMPS（NEC MultiWriter Printing
System）ソフトウェアを採用しています。このNMPSの機能により、プリンタの状態や印刷の進行状況を
確認したり、各種設定をコンピュータ側から行うことができます。

1400Xには説明書として2種類のマニュアルとCD-ROMが添付されています（枠内が本書です）。

MultiWriter 1400X　ユーザーズマニュアル[1/2]
　～プリンタの取り扱い～

プリンタを箱から取り出し、設置し、印刷できるようにコンピュータを
準備するまでの手順やオプションについて、および日常の保守、正しく
動作しない場合の対処方法を説明しています。

MultiWriter 1400X　ユーザーズマニュアル［2/2］
　～NMPSソフトウェアの使い方～

NMPSソフトウェアのインストールおよびその使い方をOS別に説明して
います。

プリンタソフトウェアCD-ROM

プリンタドライバをはじめMultiWriter 1400Xで使われるNMPSソフト
ウェアが収録されています。またメニューモードについての詳しい説明
や印刷範囲などの技術情報について説明しています。

詳細については17ページの「プリンタソフトウェアCD-ROMについて」を
ご覧ください。

MultiWriter 1400X
ユーザーズマニュアル［1/2］�

�
�

MultiWriter 1400X
ユーザーズマニュアル［2/2］�

�
�
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本書の読み方
安全にお使いいただくために
プリンタを安全にお使いいただくためにあらかじめ知っておいていただきたい注意事項について説明
しています。

ユーザーサポートについて
「お客様登録」された方々に提供できるサポート内容を説明しています。

1章 プリンタの設置
プリンタを箱から取り出して、プリンタケーブルでコンピュータとつなぐまでの手順を説明していま
す。

2章 操作パネルについて
プリンタの操作パネル（ディスプレイ／ランプ／スイッチ）の機能について説明しています。

3章 オプション
プリンタの機能をさらに活用していただくため、豊富に用意されたオプション品について説明してい
ます。オプション品の取り付け方から設定方法までより詳しく説明しています。

4章　日常の保守
プリンタの日常的な保守（EPカートリッジの交換、清掃など）の方法について説明しています。

5章　故障かな？と思ったら
プリンタが思うように動作しなかった場合の原因および対処方法について説明しています。

付録
プリンタの仕様、用紙の規格、使用できるケーブルについて掲載しています。

本文中で使用の記号の意味
このユーザーズマニュアル[1/2]では、表紙の裏の「安全にかかわる表示について」で説明した記号のほ
かに、本文中で次の3種類の記号を使っています。それぞれ次のように定義されています。

記号 内　容

マニュアルに記載されている注意事項および指示を守らないと、プリンタ本体が損傷する
おそれがあることを示しています。

プリンタを使用する際に守っていただきたいこと、およびプリンタを正しく動作させるた
めの注意事項や補足説明を記載しています。

プリンタを使用する際に知っておくと便利なことや参考になることを記載しています。

ヒント�

✎

重要�

チェック�

✔
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1400Xの特長
蘆 NMPS（NEC MultiWriter Printing System）

NPDL（Level 2）を拡張しWindowsに対する適応性を高めた印刷システム、NMPSを採用するこ
とにより、印刷時のコンピュータ側、プリンタ側の変換処理を大幅に軽減しました。同時にコ
ンピュータ本体とプリンタの処理の分担の最適化を図り、コンピュータ上での印刷開始からプ
リンタの印刷終了までトータルでの時間短縮を実現しました。

NMPSはNPDLの拡張によって実現されていますので、従来のNPDL（Level 2）対応プリンタと
同様にお使いいただけます。したがって、従来の資産をそのまま継承できます。

蘆 PrintAgent

PrintAgentを使用すると、コンピュータの画面や音声によりプリンタの状態（用紙切れ、カバー
オープンなど）や印刷の進行状況を確認することができます（プリンタステータスウィンドウ）。

またプリンタの各種設定を以下のようにコンピュータの画面上で行うことができます（リモート
パネル）。

これらPrintAgentによるプリンタの状態確認やプリンタの設定機能は、ネットワーク上のプリ
ンタであっても区別なく使用することができます。PrintAgentの対応環境についてはユーザー
ズマニュアル［2/2］をご覧ください。
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蘆各種ネットワークOSに対応*1

1400Xにはオプションで各種プロトコルに対応したマルチプロトコルLANボードを装着するこ
とができます。これによりNetWare、LAN Manager、Windows NT、Windows 95、UNIX、
Macintoshの各ネットワークOSから1400Xを利用できるようになります。

*1 1400Xに装着できるマルチプロトコルLANボードはPC-PR-L01またはPC-PR-L02です（詳細は3章参照）。さらにWindows 95、
Windows NT4.0/NT3.51の場合、PrintAgentの機能がご利用になれます（詳細はユーザーズマニュアル［2/2］参照）。

*2 Windows NT4.0/3.51のプリントサーバを経由した印刷でご利用になれます。また、この機能はプリンタ管理者のみご使用になれ
ます。

*3 オプションの両面印刷ユニットPR-L1400X-04を装着することにより可能です（詳細は3章参照）。また両面印刷はPC-PTOS環境
ではご利用になれません。

蘆リプリント機能

一度印刷した文書をアプリケーションを再起動させずにプリンタステータスウィンドウ（PSW）
を操作することにより、短時間で再出力する機能です。試し印刷および追加印刷する場合に便
利です。

蘆印刷ログ出力機能*2

印刷した履歴をログ情報として記録させる機能です。これらのログ情報を活用することによっ
て、年間または月ごとのプリンタの使用頻度の統計、消耗品の準備時期などの管理が容易にな
ります。

蘆両面印刷*3

両面印刷ユニットを装着することにより用紙の両面に印刷することができます。用紙を節約し
て印刷したい場合に便利です。ホッパから給紙するA4とレターサイズの用紙に対応していま
す。

MultiWriter 1400X�
マルチプロトコルLANボード内蔵� LAN�

Manager

Windows�
NT4.0/NT3.51

UNIX

Windows 95 NetWare

Macintosh



ix

蘆 USBコネクタに対応*1

USBはコンピュータと周辺機器の接続を容易にし、かつマルチメディアにも対応するように仕
様化されたインタフェースです。1400XはオプションのUSBプリンタケーブルを使ってUSBコ
ネクタを持つコンピュータと接続することができます 。

蘆 SET（Sharp Edge Technology）

SETとは、印刷画像のエッジ部分をなめらかにする技術です。従来は文字やグラフィックの曲
線部や斜線部において、微小なギザギザが見えてしまうことがありましたが、SETを使用する
ことで、印刷画像のエッジ部分を微細にコントロールし、ギザギザをなくした大変なめらかな
印刷 （1500DPI相当の印刷品質） を実現することができます （当社評価） 。

蘆節電機能

1400Xは、国際エネルギースタープログラムに準拠した節電機能をサポートしています。印刷
データを受信するまでや印刷終了後（約3分間）経過すると消費電力を21W以下に抑えます。

蘆トナー節約機能

トナー節約機能を使用すると、特に画像面積比が大きい（1ページ中の黒い部分の割合が大きい）
印刷時のトナー消費量を減らし、ランニングコストを向上させることができます*2。

蘆リレー給紙

プリンタ本体のホッパ、フロントトレーまたはオプションの増設ホッパ（500）に同じサイズの
用紙がセットされていれば、使用しているホッパの用紙がなくなったとき、自動的に同じサイ
ズの用紙が入った別のホッパまたはトレーから用紙を吸入し印刷を継続する機能です。

*1 1400Xで使用できるUSBプリンタケーブルはPC-CA-U01です。Windows 95（OSR2.1以降）にのみ対応しています。このプリン
タケーブルの使用にあたっては「USBプリンタケーブルドライバ」がインストールされていることが必要です。双方向通信について
は一部使用できない機能があります。USBプリンタケーブルについて詳細情報は情報サービス窓口（12ページ参照）より入手でき
ます。

*2 黒い部分を間引いて印刷しますので、OCR文字やバーコードなどの機械読み取り用の印刷には適しません。また図形、イメージ
データの印刷では期待どおりの印刷結果が得られない場合があります。あくまで「試し印刷」用としてご使用になることをお勧めし
ます。
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ここではMultiWriter 1400Xを安全にお使いいただくために必要な情報を記載しています。お使いになる
前にお読みになり、この内容を理解したうえでお使いください。

警告ラベルについて
MultiWriter 1400Xはプリンタの危険性を秘める部品やその周辺に警告ラベルを貼り付けています（次ペー
ジ参照）。これはプリンタを操作する際、考えられる危険性を、常にお客様に意識していただくためのもの
です。

もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれかかっている、汚れているなどして判読不能な状態で
あったら、販売店にご連絡ください。

安全にお使い
いただくために
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警告ラベル（装置外部）

注 意�
吸気孔をふさがないでください。�
プリンタ内部が高温になり、�
誤動作や変形の原因になります。�

高温注意�ヤケド注意�

CAUTION! HIGH TEMPERATURE   VORSICHI! HEIZUNGSROLLEN SEHR HEISS  高温注意�
ATTENTION!  TEMPERATURE ELEVEE ADVERTENTION!  ADVERNTA ELEVADA.  

警告ラベル（装置内部）
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安全上のご注意
ここで示す注意事項はプリンタを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の内容をよ
く読んで、ご理解いただき、プリンタをより安全にご活用ください。記号の説明については表紙の裏の説
明を参照してください。

プリンタの内部をのぞかない

このプリンタはレーザ（レーザダイオード）を使用しています。
電源がONになっているときに内部をのぞいたり、鏡などを差し
込んだりしないでください。万一、レーザ光が目に入ると失明
するおそれがあります（レーザ光は目に見えません）。

警 告�

ON

分解・修理・改造はしない

ユーザーズマニュアルに記載されている場合を除き、分解した
り、修理・改造を行ったりしないでください。プリンタが正常
に動作しなくなるばかりでなく、感電や火災の原因となるおそ
れがあります。

煙や異臭、異音がしたら

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源ス
イッチをOFFにして電源プラグをコンセントから抜いてくださ
い。その後販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災
の原因となるおそれがあります。

OFF

針金や金属片を差し込まない

通気孔などのすきまから金属片や針金などの異物を差し込まな
いでください。感電のおそれがあります。



4

雷が発生しそうなときは装置に触らない

火災・感電の原因となります。雷が発生しそうなときは電源プ
ラグをコンセントから抜いてください。また雷が鳴りだしたら
ケーブル類も含めて装置には触らないでください。

注 意�
こわれた液晶ディスプレイには触らない

操作パネルの液晶ディスプレイ内には人体に有害な液体があり
ます。壊れた液晶ディスプレイから流れ出た液体が、万一、口
に入った場合は、すぐにうがいをして、医師に相談してくださ
い。また、皮膚に付着したり、目に入ったりした場合は、すぐ
に流水で15分以上洗浄して、医師に相談してください。

プリンタ内に水や異物を入れない

プリンタ内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れ
ないでください。火災や感電、故障の原因となります。もし
入ってしまったときは、すぐ電源をOFFにして、電源プラグを
コンセントから抜いてください。分解したりしないで販売店に
連絡してください。

電源コードに薬品類をかけない

電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないでください。コー
ドの被覆が劣化し、感電や火災の原因となることがあります。

ぬれた手で電源プラグを抜かない

お手入れの際は電源プラグをコンセントから抜いてください。
また、ぬれた手で抜き差しをしないでください。感電するおそ
れがあります。
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損傷した電源コードは使わない

損傷した電源コードはすぐ同じものと取り替えてください。損
傷部分を補修してお使いにならないでください。ビニルテープ
などで補修した部分が過熱し、火災や感電の原因となるおそれ
があります。

プラグの抜き差しは電源コードを引っ張らない

電源プラグを抜くときは必ずプラグ部分を持って行ってくださ
い。コード部分を引っ張るとコードが破損し、火災や感電の原
因となるおそれがあります。

巻き込み注意

プリンタの動作中は用紙挿入口に手や髪の毛を近づけないでく
ださい。髪の毛を巻き込まれたり、指をはさまれたりしてけが
をするおそれがあります。

お子様に注意

EPカートリッジはお子様の手の届かない所に保管してくださ
い。EPカートリッジに入っているトナーが、目や口等に入った
りすると健康を損なうおそれがあります。

正しい電圧で

電源は指定された電圧、電流の壁付きコンセントをお使いくだ
さい。指定外の電源を使うと火災や漏電になることがありま
す。

高温注意

プリンタの内部には、使用中に高温になる定着ユニットという
部品があります。カバーを開けて作業する場合は、十分に冷め
てから行ってください。

200 V�200 V�
�
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不安定な場所に置かない

プリンタを不安定な場所には置かないでください。けがや周囲
の破損の原因となることがあります。

ほこり・湿気の多い場所には置かない

● プリンタをほこりの多い場所、給湯器のそばなど湿気の多い
場所には置かないでください。火災になることがあります。

● プラグ部分は時々抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふ
き取ってください。ほこりがたまったままで、水滴などが付
くと発熱し、火災になることがあります。

指定外

日の当たるところには置かない

プリンタを窓ぎわなどの直射日光が当たる場所には置かないで
ください。そのままにすると内部の温度が上がり、プリンタが
異常動作したり、火災を引き起こしたりするおそれがありま
す。

プリンタを運ぶときは

プリンタの重量約13kgの重さがあります（EPカートリッジ含ま
ず）。二人以上で運んでください。一人で運ぶと腰を痛めるおそ
れがあります。

指定以外の電源コードは使わない

プリンタに添付されている電源コード以外のコードを使わない
でください。電源コードに定格以上の電流が流れると、火災に
なるおそれがあります。
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電源コードをたこ足配線にしない

コンセントに定格以上の電流が流れると、コンセントが過熱し
て火災の原因となるおそれがあります。

電源プラグを中途半端に差し込まない

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半
端な差し込みは接触不良の発熱による火災の原因となるおそれ
があります。また中途半端な差し込み部にほこりがたまると、
水滴などが付いたとき発熱し、火災になるおそれがあります。

電源コードは曲げたり、ねじったりしない

電源コードを無理に曲げたり、ねじったり、束ねたり、ものを
載せたり、はさみ込んだりしないでください。またステップル
等で固定することも避けてください。コードが破損し、火災や
感電の原因となるおそれがあります。
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2

1

OFF

OK!

専 用 �

ほっ�

正しく動作させるために
プリンタを正しく動作させるために、次に示す注意事項を守ってください。

プリンタケーブルやオプションの取り付け、取り外しを行う前
に、電源スイッチをOFFにしてください。電源が入ったまま行
うと誤動作するようになったり、故障することがあります。

用意したプリンタケーブルがお客様のコンピュータに合ってい
ることを確認してください。（121ページを参照してくださ
い。）

ご使用になるコンピュータ環境に合った方法でコンピュータ側
からプリンタを指定してください。（指定方法についてはユー
ザーズマニュアル［2/2］を参照してください。）

オプションは1400X専用のものをお使いください。たとえ取り
付けることができても正常に動作しないばかりか、プリンタ本
体が故障することがあります。（詳しくは、3章をお読みくださ
い。）

プリンタ側面の排気孔をふさがないでください。また上面奥の
通気孔の上に物を載せないでください。プリンタ内の温度が異
常に高くなり、正しく動作しなくなることがあります。

定期的にプリンタを清掃してください。（清掃の内容は5章で説
明しています。）定期的な清掃は印刷品位を保つだけでなく、さ
まざまな故障の発生を未然に防ぐ効果もあります。

落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この
対策として交流無停電電源装置等を使用することをお勧めしま
す。
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NECは1400Xの「お客様登録」された方々にさまざまなユーザーサービスをご用意しています。ユーザーサ
ポートをお受けになる前に本章で説明している保証、サービス内容について確認してください。

お客様登録の申し込みについて
添付の「お客様登録申込書」に所定事項をご記入の上、投函してください。

保証について
プリンタには『保証書』が付いています。『保証書』は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記載
内容を確認して大切に保管してください。保証期間中に万一故障が発生した場合は、『保証書』の記載内容
に基づき、無料修理いたします。詳細については『保証書』をご覧ください。

保証期間後の保守サービスについては、この後の「保守サービスについて」をご覧の上、プリンタをお買い
あげの販売店または、添付の「NECサービス網一覧表」に記載のサービス窓口へお問い合わせください。

本体の背面に、製品の型式、SERIAL No.（製造番号）、定格、製造業者名、製造国が明記された管理銘
板が貼ってあります。販売店またはサービス窓口にお問い合わせする際にこの内容をお伝えください。
また管理銘板の製造番号と保証書の保証番号が一致していませんと、万一プリンタが保証期間内に故
障した場合でも、保証を受けられないことがあります。お問い合わせの前にご確認ください。

チェック�

✔

ユーザーサポート
について
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修理に出される前に
「故障かな？」と思ったら、修理に出される前に以下の手順を実行してください。

漓 電源コードおよびプリンタケーブルが正しく接続されているかどうかを確認します。
滷 定期的な清掃を行っていたか。またEPカートリッジの交換は確実に行われていたかを確認します。
澆 5章「故障かな？と思ったら」をご覧ください。該当する症状があれば、記載されている処理を行っ
てください。

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お近くのサービス窓口にご連絡くださ
い。その際にディスプレイのアラーム表示もお知らせください。故障時のディスプレイによるアラーム表
示は修理の際の有用な情報となることがあります。サービス窓口の電話番号、受付時間については「サービ
ス網一覧表」をご覧ください。

なお、保証期間中の修理は、『保証書』を添えてお申し込みください。

またプリンタをお持ち込みいただくときは本書や梱包箱に表示されている手順を参照して、プリンタを梱
包してください。

弊社パーソナルコンピュータプリンタシリーズは日本国内仕様のため、海外でご使用になる場合
NECの海外拠点で修理することはできません。重要�

管理銘板の位置

PR-L1400X
SER I A L  NO .
RAT I NG :  AC100V  5 5 0W  5 0 / 6 0H z

 日本電気株式会社�  MADE IN JAPAN
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* 出張修理対象品については無料です。出張修理品の対象になっていない製品は出張料のみ有料となります。（詳細は保証書をご覧
ください。）

保守サービスについて
保守サービスはNECが指定した保守サービス会社によってのみ実施されます。部品交換は純正部品を使用
することはもちろん、技術力においてもご安心いただけます。しかもお客様のご都合に合わせてご利用い
ただけるように次の4種類を用意しております。

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、お買いあげの販売店または、添付の「NEC
サービス網一覧表」に記載のサービス窓口へお問い合わせください。

蘆 契約保守 年間一定料金で契約を結び、サービス技術者を派遣するシステムです。
蘆 出張修理（スポット修理） サービス担当者がお客様のところにうかがい、修理をするシステムで

す。料金は修理の程度、内容に応じて異なります。
蘆 持込修理 お客様に修理品をサービス窓口にお持ち込みいただくシステムです。
蘆 引取修理 修理品を引き取りにうかがい、修理後お届けするシステムです。

類　種 要　概
金料理修

法方い払支お 口窓付受
内間期証保 外間期証保

守保約契

依ごの理修、とすまきだたい約契ご
、し遣派を者当担スビーサし対に頼

。すましたい理修 ( 遣派てしと則原
故、がすましたい理修で場のそに日
り取き引お、りよに容内・度程の障
ごでのすまりあも合場るす理修てし

。いさだく承了 )
一たじ応に成構ムテスシ、は料守保
一めたくだたいてしい払前を金料定
そに時了完理修、き除を品部償有部
りあは要必くだたいい払支おどつの
に能可が化算予の用費守保。んせま

。すまりな

たじ応に成構器機
金料定一間年 い払前括一間年

店売販げ上い買お
CEN スビーサ品商 (株)

NNI-tiBCEN 　　
CEN プッョシンコイマ

理修張出
トッポス（

）理修

当担スビーサてし対に頼依ごの理修
ましたい理修、し遣派時随を者

。す ( で場のそに日遣派てしと則原
内・度程の障故、がすましたい理修
修きだたいてせら取き引、りよに容
く承了ごでのすまりあも合場るす理

。いさだ ) 。すで要不は約契ご

料無 *
料理修

＋
料張出

後了完理修
算清どつのそ理修込持

保の合場いたせま済に的済経を理修
身自ごが様客お。すでスビーサ守
ち持おを品理修に口窓スビーサ、で
品了完理修、後理修。いさだくみ込

。すまきだたいり帰ち持おを

料無 みの料理修

理修取引

込ち持おを品理修で合都ごの様客お
ーサの当担、は合場いなけだたいみ
参にり取き引を品理修りよ点拠スビ
ましたいけ届お後了完理修。すまり

。す

料り取き引
＋
料却返

料理修
＋

料り取き引
＋
料却返

CEN スビーサ品商 (株)
CEN プッョシンコイマ
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プリンタの寿命について
MultiWriter 1400Xの製品寿命は印刷枚数30万枚、または使用年数5年のいずれか早いほうです。継続使用
される場合は、販売店または添付の「NECサービス網一覧表」に記載のサービス窓口にご相談ください。

補修用部品について
プリンタの補修用部品の保有期間は製造打ち切り後7年です。

ユーザーズマニュアルの再購入について
もしユーザーズマニュアルを紛失された場合は、お買い求めの販売店もしくは、お近くの販売店に品名と
型名を次のように指定してお申し込みください。ユーザーズマニュアルを再度購入することができます。

品名 MultiWriter 1400Xユーザーズマニュアル
型名 PR-L1400X - UM

なお、ユーザーズマニュアルの紛失に備えて、品名と型名をメモしておくようにしてください。

情報サービスについて
プリンタに関するご質問・ご相談は、NEC Bit-INNおよび当社指定のサービス窓口でお受けしています。
また技術的なご質問・ご相談はNECパソコンインフォメーションセンターにご連絡ください。

上記窓口の電話番号、受付時間については、「NECサービス網一覧表」をご覧ください。

また以下のパソコン情報サービスにおいて、1400Xに関しての最新情報やプリンタドライバがアップロー
ドされます。ご利用ください。

xaF スビーサ
CEN 報情ンコソパ XAF スビーサ

　京東　　 1289-9673-30
　阪大　　 1289-403-60

EBOLGIB （ NAV-CP ） CEN （報情ンコソパ CPCENJ ）

evreS-YTFIN muroFretneCnoitamrofnICEN （ OFNICENFOG ）

トッネータンイ 89 （ンョシーメォフンイ /89/pj.oc.cen.www//:ptth ）
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この章では、お買い上げになったプリンタの箱を開けて、中身を確認し、テスト印刷ができるようになる
までを次のような手順で説明します。

膀 設置に必要なスペースを準備する
蜈

膂 箱の中身を確認する
蜈

膠 固定用部材を取り外す
蜈

膕 各部の名称を確認する
蜈

膤 EPカートリッジを取り付ける
蜈

膣 用紙をセットする

ホッパにセットする
トレーにセットする
蜈

腟 電源コードを接続する
蜈

膓 テスト印刷をする
蜈

膩 コンピュータに接続する

この後にプリンタを運搬するとき、またプリンタを廃棄するときの注意事項が記載されています。

1章
プリンタの設置



14

膀 設置に必要なスペースを準備する
MultiWriter 1400Xの設置に必要なスペースは次のとおりです。1400Xを安全に、快適にご使用いただく
ために、十分なスペースを確保し、風通しのよい場所に設置してください。

410 mm

400 mm180 mm

25 mm

825 mm

650 mm

710 mm

フェイスアップ
トレイ*

両面印刷ユニット*

フロントカバー フロントトレー

トップカバー
フェイスアップトレイ*

両面印刷ユニット* 増設ホッパ（500）*

プリンタ上面

プリンタ左側面

*　別売品です。

前面
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設置してはいけない場所
次のような場所には設置しないでください。

直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、温度変化の激しい場
所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）には設置しないでく
ださい。温度変化により結露現象が起こり故障の原因となるこ
とがあります。

じゅうたんを敷いた場所では使用しないでください。静電気に
よる障害で装置が正しく動作しないことがあります。

強い振動の発生する場所に設置しないでください。装置が正し
く動作しないことがあります。

腐食性ガスの発生する場所、薬品類がかかるおそれのある場所
には設置しないでください。部品が変形したり傷んだりして装
置が正しく動作しなくなることがあります。

上から物が落ちてきそうな場所には設置しないでください。衝
撃などにより装置が正しく動作しないことがあります。

ラジオやテレビなどの近くには設置しないでください。プリン
タのそばで使用すると、ラジオやテレビの受信機などに受信障
害を与えることがあります。

添付の電源コードのみでは届かない場所に設置しないでくださ
い。延長コードの過容量、延長コードへのコンセントの差し込
みにより発熱するおそれがあります。
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膂 箱の中身を確認する
箱を開けて、まず次のものがすべてそろっていることを確認し、それぞれの点検を行ってください。万一
足りないものや損傷しているものがある場合には、販売店に連絡してください。

● 保証書とNECサービス網一覧表は大切に保管してください。
● お客様登録申込書は、所定事項を記入の上投函してください。
● 梱包材料（箱や緩衝材など）はプリンタを運搬するときに必要となりますので、保存しておいてくだ

さい。

チェック�

✔

お客様登録申込書

保
証
書
在
中
�

保証書

MultiWriter 1400X
ユーザーズマニュアル［1/2］�

�
�

ユーザーズマニュアル［1/2］（本書）

MultiWriter 1400X
ユーザーズマニュアル［2/2］�

�
�

ユーザーズマニュアル［2/2］

電源コード

D3-2792

EPカートリッジ

サービス網一覧表�

NECサービス網一覧表
ソフトウェアのご使用条件

MultiWriter 1400X本体

プリンタソフトウェアCD-ROM
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プリンタソフトウェアCD-ROMについて
添付の「プリンタソフトウェアCD-ROM」には下記の内容が含まれています。

名リトクレィデ 容　　　　内

2X0022WM
2X0022retirWitluM の用 SPMN/tnegAtnirP 。すでアェウトフソ 2X0022 たるす刷印で

環の々個りよにとこう従にスクッボグロアイダの上面画。すまいてっ入がルイァフな要必にめ
。すまれさルートスンイに的動自がルイァフな要必たせわ合に境

EX0022WM
EX0022retirWitluM の用 SPMN/tnegAtnirP 。すでアェウトフソ EX0022 たるす刷印で

環の々個りよにとこう従にスクッボグロアイダの上面画。すまいてっ入がルイァフな要必にめ
。すまれさルートスンイに的動自がルイァフな要必たせわ合に境

2X0002WM
2X0002retirWitluM の用 SPMN/tnegAtnirP 。すでアェウトフソ 2X0002 たるす刷印で

環の々個りよにとこう従にスクッボグロアイダの上面画。すまいてっ入がルイァフな要必にめ
。すまれさルートスンイに的動自がルイァフな要必たせわ合に境

X0041WM
X0041retirWitluM の用 SPMN/tnegAtnirP 。すでアェウトフソ X0041 にめたるす刷印で

に境環の々個りよにとこう従にスクッボグロアイダの上面画。すまいてっ入がルイァフな要必
。すまれさルートスンイに的動自がルイァフな要必たせわ合

VNOCDF
MOR-DC たれらめ納に SPMN/tnegAtnirP をアェウトフソ 5.3 にクスィディピッロフチンイ

の内リトクレィデ本はていつに細詳。すでルーツるすーピコ emdaeR 。いさだく覧ごを

EDOCRAB

epyTeurTCEN とトンォフドーコーバ epyTeurTCEN でィテリィテーユトンォフドーコーバ
りよにとこるすルートスンイをアェウトフソのこ。す swodniW で境環 retirWitluM コーバに

（トンォフドー 5 。すまきでがとこるせさを刷印の）類種
1　 5fo2lairtsudnI 比ルーュジモ（ 2.2 、 0.3 ）
2　 7-WN 比ルーュジモ（ 2.2 、 0.3 ）
3　 93EDOC 比ルーュジモ（ 2.2 、 0.3 ）
4　 NAJ （ 31 、桁 8 ）桁
5 ）号番便郵新（ドーコーバマタスカ　

の内リトクレィデ本はていつに細詳 emdaeR 。いさだく覧ごを

LAUNAM
でルアュニマため納を報情術技どな容内定設のタンリプるきで定設てっ使をドーモーュニメ

「ダーリの内リトクレィデ。す redaeRtaborcAebodA いつに細詳。すまし覧閲てっ使を」
の内リトクレィデ本はて emdaeR 。いさだく覧ごを

TDPUBSU
BSU な要必にめたるすを刷印てっ使をルブーケタンリプ BSU ァフバイラドルブーケタンリプ

の内リトクレィデ本はていつに細詳。すまいてっ入がルイ emdaeR 。いさだく覧ごを

「MANUAL」について

CD-ROM内の「MANUAL」には下記の内容が含まれています。

このCD-ROMはISO 9660フォーマットに従って作成されています。MacintoshでこのCD-
ROMを見るためには、ISO 9660機能拡張ファイルが必要です。詳しくはMacintosh本体ま
たはOSのマニュアルをご覧ください。

蘆 メニューモードとメモリスイッチの詳細
メニューモード

蘆 技術情報
使用できるコンピュータとプリンタケーブル 文字の種類
印刷範囲 テスト印刷のプリント結果
NPDLの初期状態. 文字コード表
インタフェース ディスプレイ表示一覧
制御コード一覧 PrintAgent通知一覧
機能拡張制御コード

ヒント�

✎
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NMPSソフトウェアがフロッピィディスクで必要な場合

1400Xにはフロッピィディスクでソフトウェアが添付されていませんが、「プリンタソフトウェアCD-
ROM」に含まれている「FDCONV」を使えばCD-ROM内のNMPSソフトウェアをフロッピィディスクにコ
ピーすることができます。「CD-ROMドライブを持っていない」等でフロッピィディスクにコピーできない
場合は必要事項を下記宛先までFAXまたは電話で、ご連絡いただければNMPSソフトウェアを3.5インチ
のフロッピィディスクでお送りします。

必要事項

漓 プリンタ品名 「MultiWriter 1400X」
滷 プリンタの製造番号 保証書をご覧ください。9桁の英数字です。
澆 フロッピィディスクタイプ 1.44MBタイプ*1または1.2MBタイプ*2かをお知らせくださ

い。
潺 ご住所
潸 ご氏名
澁 ご連絡先 昼間ご連絡がとれる電話番号をお知らせください。また自宅か

勤務先かも明記ください。

*1 PC98-NXシリーズ用およびDOS/V機（IBM PC/AT 100%互換機）用
*2 PC-9800用

連絡先

NEC商品サービス（株）　サプライ品販売促進部
TEL: 044-813-2400
FAX: 044-813-2610
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膠 固定用部材を取り外す
輸送中の損傷を防ぐために、動きやすいあるいは外れやすい箇所をテープで固定してあります。

1. フロントカバーに貼り付けてあるテープを取
り除く。

2. トップカバー開閉ボタンを押してトップカ
バーを開ける。

3. 用紙ガイドプレートからパッドを取り外す。
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フェイスアップ排紙口

トップカバー
操作パネル

フロントカバー

電源スイッチ

インタフェース
ソケット

トップカバー開閉ボタン

LANボード用
スロット

ホッパ*

吸気口

電源コネクタ

膕 各部の名称を確認する
プリンタの各部の名称について説明します。プリンタを使用する前にそれぞれの名称と位置を確認してく
ださい。

プリンタ前面

プリンタ背面

通気孔

排紙口

* 本書では用紙を給紙する機構全体を「ホッパ」
と呼んでいます。このホッパの中でも引き出
して用紙をセットする部分を指す場合は「用
紙カセット」と呼びます。
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膤 EPカートリッジを取り付ける
EPカートリッジはトナーやOPCドラム、現像ユニットなどが一体化されたものです。消耗品のため、印刷
が薄くなったら交換します。

EPカートリッジのドラム保護シャッタには触らないようにしてください。

このカートリッジは地球資源の有効活用を目的として回収しております。お客様にはお手数なが
ら、ご使用後はお買い上げの販売店または最寄りのNECサービス窓口までお持ち寄りください。チェック�

✔

重要�

1. 開閉ボタンを押してトップカバーを開ける。

2. EPカートリッジを袋から取り出す。
EPカートリッジに傷がないことを確認してくださ
い。

3. 新しいEPカートリッジの中のトナーを均一に
するため、水平に持って10回程度、図に示す方
向にゆっくり振る。

取っ手を持って振らないでください。
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4. EPカートリッジの取っ手を上にして机など水
平な場所に置き、側面にとめられているビニー
ルシールの端を持って、ゆっくり引き抜く。

ビニールシールは正常に引き抜けた場合、約50cmの
長さになります。正常に引き抜けなかった場合は、
1400Xを購入された販売店に連絡してください。

5. EPカートリッジの取っ手を持ち、カートリッ
ジを斜めにして、先端を止まるまで差し込む。

EPカートリッジ左側の矢印をプリンタの
フレーム上にある矢印に合わせるとカー
トリッジが正しい位置に入ります。

6. カートリッジが水平になるよう後側を軽く押し
下げる。

EPカートリッジを立てた状態でビニールシールを引くと途中で引き抜けなくなるか、切れ
てしまうおそれがあります。
もしビニールシールが途中で引き抜けなくなった状態で、あるいは途中で切れた状態のまま
セットすると、印刷品質が劣化するばかりでなくプリンタ自身に障害が生じることがありま
す。

重要�
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7. トップカバーを閉じる。
カチッと音がするまでしっかり押し下げます。

EPカートリッジが正しい位置にセットされていない
とトップカバーは閉じません。カバーが閉じないよ
うならカートリッジを取り外して最初から取り付け
直します。
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2. ボトムプレートをロックするまで押し下げる。

3. サイドガイドのレバーをつまんで一番外側にス
ライドさせる。

膣 用紙をセットする
テスト印刷するための用紙を用紙カセットにセットします。用紙は普通紙ならホッパに250枚、フロント
トレーに80枚までセットできます（連量55kg用紙）。用紙について詳しく知りたい場合は「用紙の規格」
119ページをご覧ください。

ホッパに用紙をセットする

1. 用紙カセットをゆっくり引き出す。
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4. エンドガイドをセットする用紙サイズに合わせ
る。

A4、レター（8.5×11インチ）、B5用紙のみご使用に
なれます。

右側のエンドガイドを動かすと13イン
チ、14インチ長の用紙をセットするこ
とはできますが、本プリンタでは印刷
することはできません。

5. 印刷する面を下にして、用紙をセットする。

用紙の量はエンドガイド上のタブ（3か所）とカ
セット手前の金属クリップを越えない程度に
してください（およそ250枚）。また用紙の取
り扱いに関して以下の事柄を守ってくださ
い。

蘆 新しく袋から出した用紙はさばかない
でください。用紙をさばくと静電気が
起きて紙づまりの原因になることがあ
ります。

蘆 1つの用紙カセット内にサイズや質の
異なる用紙をセットしないでくださ
い。

蘆 用紙のつぎ足しはしないでください。
用紙が用紙カセットに残っていてさら
に追加する場合は、いったん用紙カ
セットに残っている用紙を全部取り出
して、追加する用紙といっしょにそろ
え直してからセットしてください。

重要�

重要�
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6. 用紙に軽く接するまでサイドガイドを内側にス
ライドさせる。

7. 用紙カセットをプリンタに差し込む。

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して正しく保管してください。

蘆 用紙は包装してあった紙で包み直す。
蘆 キャビネットの中など直射日光の当たらない、湿気の少ない場所に保管する。
蘆 用紙はしわ、折れ、カールなどがつかないように、平らな場所に水平にして保管する。

チェック�

✔
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2. 灰色のタブを持ってトレーを開き、止まるまで
引き出す。

3. 印刷したい面を上にして用紙を左側のサイドガ
イドに沿って入れる。

左側のサイドガイドを超える量の用紙をセットしな
いでください。

フロントトレーで利用できる用紙サイ
ズはA4、A5、レター（8.5×11イン
チ）、B5、ハガキのみです。トレーに
封筒の表示がありますが、本プリンタ
では印刷できません。

チェック�

✔

ハガキについて

ハガキは普通紙に比べて用紙走行性とトナーの定着性が劣りますので、満足な印刷品質が得
られないことがあります。そのため印刷したハガキどうしがこすれると隣のハガキに印刷が
転写する場合があります。

セット前にはハガキがカールしていないかを確認ください。ハガキがカールしていると、う
まく送れない場合があります。またハガキに印刷する場合は用紙経路がストレートになる
フェイスアップ排出でのご使用をお勧めします。フェイスアップ排出の設定については44
ページ、用紙経路については104ページを参照ください。

重要�

フロントトレーに用紙をセットする

1. フロントカバーの両端を持ってカバーを開け
る。
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4. 右側のサイドガイドを軽く用紙に接するまで内
側にスライドさせる。

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して正しく保管してください。

蘆 用紙は包装してあった紙で包み直す。
蘆 キャビネットの中など直射日光の当たらない、湿気の少ない場所に保管する。
蘆 用紙はしわ、折れ、カールなどがつかないように、平らな場所に水平にして保管する。

チェック�

✔

蘆 新しく袋から出した用紙はさばかない
でください。用紙をさばくと静電気が
起きて紙づまりの原因になることがあ
ります。

蘆 1つの用紙カセット内にサイズや質の
異なる用紙をセットしないでくださ
い。

蘆 用紙のつぎ足しはしないでください。
用紙が用紙カセットに残っていてさら
に追加する場合は、いったん用紙カ
セットに残っている用紙を全部取り出
して、追加する用紙といっしょにそろ
え直してからセットしてください。

重要�
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腟 電源コードを接続する
電源コードは、添付されているものを使用してください。定格に満たない電源
コードを使うと火災や感電、故障のおそれがあります。注 意�

1. プリンタの電源スイッチがOFFになっていることを確認する。
2. 電源コードの三極プラグをプリンタ背面の電源コネクタに差し込む。
3. もう一方の電源プラグを壁付きコンセント（電流容量10A以上）に差し込む。

プリンタの電源コードは、コンピュータ本体の補助コンセントには接続しないでください。
チェック�

✔

漓
澆

滷
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膓 テスト印刷をする
プリンタが正常に動くことを確かめるために、テスト印刷を行います。

印刷中は電源スイッチをOFFにしないでください。印刷中にOFFにすると紙づまりになります。

1. 電源スイッチをONにする（電源ランプが点
灯）。

2. ディスプレイに次のメッセージが順に表示さ
れ、印刷可ランプが点灯することを確認する。

“イニシャライズチュウ”
“ウォームアップ”
“ホッパ　A4　ポート　NPDL”

3. 印刷可スイッチを押す（印刷可ランプが消灯）。

4. メニュースイッチを押す。
ディスプレイには“テストメニュー　→”と表示され
ます。

印刷可�

メニュー�

重要�

ホッハ  ゚　　　　Ａ４　ホ゜ート�
ＮＰＤＬ�

印刷可�

印刷可�

テストメニュー�
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5. 蜷スイッチを押す。
ディスプレイ下段には“←ステータスインサツジッコ
ウ→”と表示されます。

6. ▼スイッチを2回押す。
ディスプレイ下段には“←レンゾクインサツ　ジッコ
ウ→”と表示されます。

7. 蜷スイッチを押す。
データランプが点灯し、プリンタはテスト印刷を開
始します。ディスプレイには“テストインサツチュ
ウ”と表示されテスト印刷を開始します。
テスト印刷の結果については、プリンタソフトウェ
アCD-ROMの［MANUAL］をご覧ください。

8. テスト印刷を停止させる。
テスト印刷は自動的には止まりません。まずストッ
プスイッチを押してください。その後シフトスイッ
チを押しながらリセットスイッチを2回押します。
印刷可ランプが点灯します。

これでテスト印刷は終了です。

テストメニュー�
　ステータスインサツシ゛ッコウ�

　レンソ゛クインサツシ゛ッコウ�
テストメニュー�

テストインサツチュウ　　　　　　�
�

メニュー�

縮小�

メニュー�

両面� トレー� 印刷可�
シフト� リセット�排出�
ストップ�
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重要�

チェック�

✔

膩 コンピュータに接続する
MultiWirter 1400Xにはプリンタケーブルが添付されていないため、別途お買い求めになる必要がありま
す。プリンタケーブルの種類がわからない場合は、「使用できるプリンタケーブル」（121ページ）をご覧に
なり、ご使用のコンピュータに適したプリンタケーブルを確認してください。

蘆 1400XをコンピュータのUSBコネクタに接続する場合はオプションの「USBプリンタケー
ブルPR-CA-U01」が必要です。詳細は3章を参照してください。

蘆 Macintoshコンピュータと接続する場合やネットワークに接続する場合はオプションの「マ
ルチプロトコルLANボード」と専用のネットワークケーブルが必要です。詳細は3章を参照し
てください。

パソコン本体とプリンタとの接続は、当社指定のケーブルをご使用ください。指定以外のケーブ
ルを使用したり、市販のプリンタバッファ、プリンタ切り替え器、プリンタ共有器などを使用す
ると、1400Xの機能の一部または全部が正常に動作しない場合があります。

1. プリンタおよびコンピュータの電源スイッチを
OFFにする。

2. プリンタケーブルのコネクタをプリンタ背面の
ソケットに差し込み、コネクタ両端のロックス
プリングで固定する。
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3. プリンタケーブルのもう一方のコネクタをコン
ピュータに接続する。

コンピュータのインタフェース用ソケットの位置に
ついては、コンピュータのマニュアルを参照してく
ださい。

プリンタを運搬するときは

引っ越しや修理などでプリンタを運搬するときは、次の手順でプリンタから付属品、消耗品およびオ
プションを取り外してから行ってください。

1. 付属品および消耗品（EPカートリッジ、用紙、電源コード、プリンタケーブル）を、取り付けたときと逆の手
順で取り外してください。（前述の「プリンタの準備」を参照してください。）

どの付属品を取り外すときも、電源がOFFになっていることを確認してください。

2. オプションを取り付けている場合は、各オプションの設置の手引きか、本マニュアルの第3章をご覧になりな
がら、取り外してください。

3. プリンタを緩衝材で梱包し、箱に入れます。詳しくは購入時の箱をご覧ください。
購入時の箱や緩衝材がない場合は、プリンタに衝撃を与えないよう柔らかいもので保護し、静かに運搬して
ください。

プリンタの重量は約13kgの重さがあります（EPカートリッジ含まず）。プリン
タの運搬は二人以上で行ってください。一人で運ぶと腰を痛めるおそれがあり
ます。

重要�

注 意�
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ゴ　ミ�
No!

プリンタ・消耗品を廃棄するときは

NECは使用済みのEPカートリッジの回収を行っていま
す。EPカートリッジはそのまま捨てずに、お求めの販売
店にお持ちください。詳しくは販売店またはNECの相談
窓口にお問い合わせください。

装置の廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってく

ださい。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。
また廃棄の際は必ずEPカートリッジを取り外してお出しく
ださい。
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操作パネルはユーザーがプリンタの状態を見たり、設定を行ったりするためのものです。

ここでは操作パネル上の「ディスプレイ」および「ランプ」の表示の意味と、「スイッチ」の使い方について、
主にNPDLエミュレーションで使用する場合について説明します。ESC/Pエミュレーション、PC-PTOS
環境でお使いになる場合は一部機能が異なります。詳しくは「メニューモード設定項目一覧」（44ページ）を
ご覧ください。

2章
操作パネルについて

操作パネル

電源� アラーム� データ� 印刷可�

設定変更�

両面� トレー� 印刷可�

メニュー終了�

シフト�

縮小� メニュー�

リセット�排出�

印刷方向�

ストップ�

ホッパ�

ディスプレイ

スイッチ

ランプ
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トレー　　　　　Ａ4　　ホ゜ート�
リョウメン　　　　　　ＮＰＤＬ　　�

ディスプレイ
16桁2行の液晶ディスプレイです。英数字とカナで、プリンタの状態や操作に関する情報を表示します。
下段はセレクト状態（印刷可ランプ点灯）の時のみ表示されます。

＊1 オプションの増設ホッパ（500）を装着すると表示されます。
＊2 LT = レターサイズ
＊3 LP = 帳票
＊4 両面印刷ユニット（オプション）が取り付けられていて両面印刷を選択しているときに表示されます。
＊5 双方向通信をしている時は表示されません。

ディスプレイの表示

その他の表示内容については「アラーム表示が出ているときは｣（102ページ）、「メニューツリー」（48ペー
ジ）あるいはプリンタソフトウェアCD-ROM［MANUAL］をご覧ください。

印刷方向を示す表示
ポート：ポートレート
ランド：ランドスケープ

動作エミュレーションを示す表示 ＊5

ＮＰＤＬ ：ＮＰＤＬモード
ＥＳＣ／Ｐ ：ＥＳＣ／Ｐエミュレーションモード

両面印刷表示 ＊4

用紙サイズまたは縮小／拡大モードを示す表示

蘆 用紙サイズ　
ホッパ： A4・B5・LT ＊2

トレー： A4・A5・B5・LT・ハガキ

蘆 縮小／拡大モード
B4 → A4・LP ＊3 → A4・A3 → A4・A4×2・B5 → A4・
A4 → B5・B4 → B5・B5×2

用紙送り方法を示す表示

ホッパ： ホッパ
ホッパ1：ホッパ ＊1

ホッパ2：増設ホッパ（500） ＊1

トレー： フロントトレー
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ランプ
本プリンタのランプは点灯/消灯/点滅で以下のようなプリンタの状態を知らせます。

印刷可ランプ（緑）

点灯 プリンタがセレクト状態 (印刷データを受信できる状態) になっています。

消灯 プリンタがディセレクト状態 (印刷データを受信できない状態) になっています。

電源ランプ（緑）

点灯 プリンタの電源がONになっています。

消灯 プリンタの電源がOFFになっています。

データランプ（橙）

点灯 プリンタ内に印刷データが残っています。

点滅 プリンタが印刷データを受信中です。

消灯  蘆　プリンタ内にデータが残っていません。
 蘆　プリンタはデータを受信中ではありません。

アラームランプ（赤）

点灯 EPカートリッジのトナーの残量が少なくなっています。新しいEPカートリッジと交
換してください。詳細については「EPカートリッジの交換」（83ページ）をご覧くださ
い。

点滅 カセットに用紙がない、カバーが開いているなど、プリンタにエラーが発生している
状態です。詳細については「アラーム表示が出ているときは」（102ページ）をご覧くだ
さい。

消灯 プリンタにエラーが発生していなくて、EPカートリッジのトナー残量も十分にある
正常な状態です。

印刷可�

電源�

アラーム�

データ�
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スイッチ
プリンタの操作パネルには8個のスイッチがあり、それぞれのスイッチには2つまたは3つの機能を持たせ
ています。

スイッチのモード

アラームランプが点滅している間はどのスイッチも機能しません。アラームの詳細については「アラー
ム表示が出ているときは」（102ページ）をご覧ください。

アプリケーションによっては、スイッチによる設定をアプリケーション側で行えるものもありま
す。

チェック�

✔

ヒント�

✎

ディセレクト� 通常のスイッチ操作�

メニューモード時の機能�

シフト機能�

印刷可�

印刷可�

両面� トレー� 印刷可�

縮小� メニュー�印刷方向�

ストップ�

ホッパ�

設定変更� メニュー終了�

シフト� リセット�排出�
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通常のスイッチ機能

［印刷可］スイッチを押しディセレクト状態（印刷可ランプが消灯している状態）になって初めて機能します
（［ストップ］スイッチを除く）。

ストップスイッチ

蛯 データの受信と印刷を停止しディセレクト状態にします。

蛯 印刷中にこのスイッチを押すと印刷中の用紙を排出した後、一時的に印刷を停止しま
す。

受信済みのデータはプリンタに残ったままになります。印刷を再開するときは、［印刷可］ス
イッチを押します。

両面スイッチ

蛯 両面印刷モードにする（両面印刷モードを解除する）。

このスイッチを押すと、両面印刷モードになります。このスイッチを押すたびに両面印
刷モードの設定と解除が切り替わります。両面印刷モード設定時はディスプレイの下段
に「リョウメン」と表示されます。

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。「フロント
トレー」が選択されている時は機能しません。

本スイッチはオプションの両面印刷ユニットが装着時のみ有効です。PC-
PTOS環境では両面印刷は使用できません。

トレースイッチ

蛯 トレー給紙にする。

ホッパから用紙を送る状態でこのスイッチを押すと、トレーから用紙を給紙する状態に
切り替わります。

蛯 トレー給紙の用紙サイズを変更する。

トレー給紙を選択中に、このスイッチを押すたびに用紙サイズの設定が次のように変わ
ります。

　　A4　→　A5　→　B5　→　LT　→　ハガキ　→　A4　→　（繰り返し）

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

印刷可スイッチ

蛯 データを受信できる状態にする。

スイッチを押すごとにデータを受信できる状態（セレクト状態、印刷可ランプ点灯）と受
信できない状態（ディセレクト状態、印刷可ランプ消灯）に交互に切り替えます。

このスイッチはプリンタが初期設定中およびテスト印刷中以外に機能します。

ストップ�

両面�

トレー�

印刷可�

チェック�

✔
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印刷方向スイッチ

蛯 印刷方向をポートレートまたはランドスケープに選択します。

このスイッチを押すごとに、ポートレート（縦長)とランドスケープ（横長)を交互に切り
替えます。
用紙を縦長にした内容を印刷するときはポートレートを、横長にした内容を印刷すると
きはランドスケープを指定します。選択されている印刷方向は、ディスプレイに表示さ
れています。

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

ホッパスイッチ

蛯 ホッパ給紙に切り替えます。

フロントトレーから用紙を送る状態でこのスイッチを押すと、ホッパから用紙を送る状
態に切り替わります。

蛯 ホッパを使用しているときは、このスイッチでホッパを選択します。

ホッパ給紙を選択中にこのスイッチを押すたびに給紙ホッパの設定が変わります。（選択
されたホッパがディスプレイに表示されます。オプションの増設ホッパを装着している
ときに機能します。）

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときやオプションの増設ホッパ
を装着しているときに機能します。

縮小スイッチ

蛯 縮小／拡大モードの設定を行います。

このスイッチを押すと以下のような縮小／拡大印刷ができます。印刷する用紙サイズに
よって、次の順序でモード選択されます。

A4サイズの用紙がセットされている場合

A4　→　B4→A4　→　LP→A4　→　A3→A4　→　A4×2　→　B5→A4　→　A4（繰り返し）

B5サイズの用紙がセットされている場合

B5　→　A4→B5　→　B4→B5　→　B5×2　→　B5（繰り返し）

蘆 LPは帳票サイズ（136桁×66行）を意味します。
蘆 A4×2はA4サイズの2ページ分のデータをA4用紙1枚に印刷します。
蘆 B5×2はB5サイズの2ページ分のデータをB5用紙1枚に印刷します。

アプリケーションによっては縮小・拡大が正しく印刷されないものがあります。

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。また、選択
されている用紙サイズがA4かB5のときに機能します。

印刷方向�

ホッパ�

縮小�
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印刷データの前に用紙サイズの指定コマンド（FS f c1c2c3）によってA3、B4または帳票サイ
ズが指定されており、ホッパにA4サイズの用紙が入っている場合は自動的に縮小して印刷しま
す。詳しくは別売の『NPDL（Level 2）リファレンスマニュアル』をご覧ください。縮小を行った
場合、座標などの数値の丸め誤差により、縮小しない場合と印刷結果が異なる場合があります。

メニュースイッチ

蛯 このスイッチを押すと、メニューモードに入ります。

このスイッチは印刷可ランプとデータランプが消灯しているときに機能します。

シフトスイッチ

蛯 このスイッチが押されている間、2つのスイッチ（両面、印刷可）はそれぞれスイッチの
下に表記された機能（排出、リセット）が有効となります（42ページ参照）。

このスイッチを押すと、自動的に印刷可ランプが消灯します。

このスイッチは常に機能します。

メニューモード時の機能

［メニュー］スイッチを押してメニューモード（詳細は43ページ)に入ると働く機能です。

設定変更スイッチ

蛯 メニューモード時に設定変更したい項目（レベル3）を選択します。

メニューモード時でメニューツリーのレベル3の項目を選択中にこのスイッチを押すと、
任意の項目の設定を変更することができます。詳細については「メニューツリー」（48
ページ）をご覧ください。

メニュー終了スイッチ

蛯 メニューモードを終了させる。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューモードを終了し通常のモードに戻
ります。

印刷方向（左方向）スイッチ

蛯 メニューモード中は［←］スイッチとして機能します。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーのひとつ前のレベル（レベル
1またはレベル2）の項目を選択することができます。詳細については「メニューツリー」
（48ページ）をご覧ください。

ホッパ(上方向)スイッチ

蛯 メニューモード中は［↑］スイッチとして機能します。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択
することができます。詳細については「メニューツリー」（48ページ）をご覧ください。

メニュー�

設定変更�

ストップ�

印刷可�

メニュー終了�

印刷方向�

ホッパ�

チェック�

✔

シフト�
ストップ�
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縮小（下方向）スイッチ

蛯 メニューモード中は［↓］スイッチとして機能します。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択
することができます。詳細については「メニューツリー」（48ページ）をご覧ください。

メニュー（右方向)スイッチ

蛯 メニューモード中は［→］スイッチとして機能します。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの次のレベル（レベル2また
はレベル3）の項目を選択することができます。詳細については「メニューツリー」（48
ページ）をご覧ください。

シフト時のスイッチ機能

以下の二つのスイッチは［シフト］スイッチを押しながら押すと別の働きをします。

排出スイッチ

蛯 プリンタに残っている未印刷データをすべて印刷します。

プリンタ内にデータを残したまま次の印刷を行うと、プリンタは残っているデータと次
の印刷データを重ねて印刷する場合があります。

このスイッチは印刷可ランプが消灯していて、データランプが点灯している（ディスプレイ
に“データガノコッテイマス”と表示されている）ときに機能します。アラーム中および用紙
がない状態では機能しません。

リセットスイッチ

蛯 プリンタを初期状態にします。

［シフト］スイッチを押した状態でこのスイッチを2回続けて押すと、ディスプレイに“リ
セットジッコウ”と表示され、未印刷データは消失し、プリンタは初期状態（電源スイッ
チON直後の状態）になります。

リセットを行うと、スイッチを使って変更したプリンタの設定も、初期状態（電源ON直
後の状態）に戻ります。ただし、メニュースイッチを使って変更したメニューモードの内
容はリセットされません。

このスイッチは印刷可ランプが消灯しているときに機能します。アラーム中も機能します。

両面�
排出�

印刷可�
リセット�

メニュー�

縮小�
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1. ［印刷可］スイッチを押して、ディセレクト状態
にする。

印刷可ランプが消灯します。

2. データランプが点灯していないことを確認す
る。

もし点灯しているなら［シフト］＋［排出］スイッチで
データを排出してください。

3. ［メニュー］スイッチを押す。
プリンタはメニューモードに入り、ディスプレイに
“テストメニュー　　→”を表示します。

4. メニューモードの設定内容を変更する。
メニューモード中は次の5個のスイッチで項目の選
択、設定の変更を行います。

蜻、▼、蜷、▲スイッチ
［設定変更］スイッチ

メニューモード
プリンタがメニューモードに入ると、プリンタの操作パネル上のスイッチを使ってプリンタのさまざまな
設定を変更することができます。メニューモードで変更した設定内容は電源をOFFにしても変わりませ
ん。

以下にメニューモードの入り方と終わり方、設定内容の一覧、メニューツリーを示します。設定項目の詳
細についてはプリンタソフトウェアCD-ROMの［MANUAL］を参照ください。

メニューモードでの設定変更のしかた

印刷可�

データ� 印刷可�

メニュー�

テストメニュー�

印刷可�

メニュー終了�

ホッハ  ゚　　　　Ａ４　ホ゜ート�
ＮＰＤＬ�

5. ［メニュー終了］スイッチを押して、メニューモード
を終了する。
プリンタはセレクト状態になり、印刷可ランプが点
灯し、ディスプレイは通常表示に戻ります。
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メニューモード設定項目一覧

メニューモードで設定できる項目の一覧を以下に示します。設定の詳細については、プリンタソフトウェ
アCD-ROM［MANUAL］を参照してください。

あわせてESC/Pエミュレーション、PC-PTOS環境で設定が可能かどうかも示しています。×は設定や切
り替え自体は可能ですが、その環境での印刷に影響を与えないという意味です。

目項定設 明　説 値定設場工 P/CSE
-CP
SOTP

刷印トステ
ーュニメ

スターテス
刷印

で刷印スターテス。すまい行を刷印スターテス
態状のチッイスリモメや続接のンョシプオ、は

。すまれさ刷印が態状のタンリプ各、どな
　　 -------------

○ ○
ルプンサ

刷印 。すまい行を刷印ルプンサ 　　 --------------

刷印続連 。すまい行を）刷印トステ（刷印続連 　　 --------------

61 プンダ進
刷印 61 。すまい行を刷印プンダ進 　　 --------------

定設刷印
ーュニメ

数枚ーピコ
定設

“は数枚ーピコ 10 “らか” 02 きで定設でま”
。すま 10

○ ○約節ーナト
能機

まし択選をかうどかるす用使を能機約節ーナト
。す FFO

度濃字印 を度濃字印 5 。すまきで定設らか中の階段 通普

紙用
ーュニメ

期初パッホ
定設

選を定設パッホの時トッセリびよお時入投源電
。すまし択 パッホ 1

○ ○紙給ーレリ
定設

まし択選をかうどかるす用使を能機紙給ーレリ
。す

（パッホ 1 、） 2、
にもとーレト FFO

定設先出排 でプッアスイェフかるす出排でンウダスイェフ
。すまし択選をかうどかるす出排 ンウダスイェフ

置位字印
定設
ーュニメ

パッホ
整調微

印の面裏・面表の時刷印面両、ーレト、パッホ
。すまし整調を置位刷

MT 、 ML にもと 0 ○ ○

パッホ 1
整調微
パッホ 2
整調微
ーレト
整調微

整調微面表

整調微面裏

刷印面両
ーュニメ

定設期初 両をドーモ刷印の時トッセリびよお時入投源電
。すまし択選をかいなしかるすに刷印面 FFO

○ ✕

ろしじ綴 。すまし定設を置位るす加付をろしじ綴 グンロ 1

白余 。すまし定設を量るす加付をろしじ綴 0 リミ

プッリク
グンピッリクをターデたし出みはらか囲範刷印
まし定設をかるすジーペ改／行改動自、かるす

。す
NO

LM

TM
ABCD 用�

紙�
送�
り�
方�
向�

メニューモード設定項目一覧（1/2）
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目項定設 明　説 値定設場工 P/CSE
-CP
SOTP

用運
ーュニメ

出排動自 * を間時定設びよお、効無／効有の出排動自
。すまし択選 効無

○ ○
定設リモメ し択選を法方用使のリモメつ持がタンリプ

。すま
：トクテロプジーペ FFO
準標：て当り割リモメ

トンォフ
ーュニメ

1 系トイバ
ロゼ 1 。すまえ替り切を体字のロゼ系トイバ 0 ）しなュシッラス（ ○ ○

2 系トイバ
ロゼ 2 。すまえ替り切を体字のロゼ系トイバ 0 ）しなュシッラス（ ○ ○

KNA 1 のトンォフの系ドーコトイバ KNA 選を字文
。すまし択 準標 ○ ○

字漢 （トンォフ準標 2 まし択選を）字文トイバ
。す 朝明 ○ ○

字漢 1 字漢 1 トンォフの ** 。すまし択選を クッシゴ ✕ ○

字漢 2 字漢 2 トンォフの ** 。すまし択選を クッシゴ ✕ ○

トッセ字文 2 。すまし択選をトッセ字文系トイバ 8791SIJ 3891SIJ
定固 ○

別国 。すまし択選をトッセ字文国各 本日 ○ ○

作動
ーュニメ

ュミエ作動
ンョシーレ

、トーポロトンセ NAL ェフタンイのドーボ
定設をドーモ作動のタンリプに別個でスー

。すまし

、トーポロトンセ NAL ボ
にもとドー LDPN

○ ○
動自作動
え替り切

印てえ替り切をンョシーレュミエに的動自
。すまし刷

、トーポロトンセ NAL ボ
にもとドー FFO

NO イタ合場たし定設に
はトウアム 5秒

LDPN
定設
ーュニメ

4A トーポ
数桁トーレ

が紙用 4A わ使で向方トーレトーポ、ズイサ
まし定設を数字文のりたあ行一のきとるれ

。す
87 桁 ○ ○

ーレュミエ
ンョシ

かドーモタンリプジーペ LP102 ーレュミエ
。すまし択選をかドーモンョシ 102 ンョシーレュミエ ✕ ✕

631 桁
定設ドーモ

631 。すまし択選を効無・効有のドーモ桁
を量と向方の整調微置位紙用はきとの効有

。すまし択選
効無

631 桁
ドーモ
定固

○

定設
化期初
ーュニメ

化期初 。すまし戻に定設期初を目項ーュニメ 　　 ----------------------

○ ○
し出び呼 し出び呼を容内るいてれさ憶記で憶記定設

。すま 　　 ----------------------

憶記
ーレトと定設能機種各の内ドーモーュニメ
てめとまをズイサ紙用たし定設でチッイス

。すまし憶記
　　 ----------------------

スリモメ
チッイ 。すまいてれらめとまがのもい低の度頻更変的較比 64 。照参ジーペ ○ ○

メニューモード設定項目一覧（2/2）

* コンピュータに負荷がかかっている場合やネットワークのトラフィックが多い場合、自動排出までの待ち時間（最大30秒）以上に
データ送信が停止することがあります。この場合、途中で用紙が排出されるため正常な印刷結果が得られませんので、自動排出の
設定を無効にする必要があります。

** 常にゴシックのみ表示
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WSM 能機 NO （1） FFO （0） P/CSE -CP
SOTP

1-1 え替り切の字文国各
3 のチッイスのつ FFO/NO でせわ合み組の 5 替り切を字文の語国か

アェウトフソタンリプはていつに定設とせわ合み組（。るえ -DC
MOR ［ LAUNAM ）とこの照参を］

てべす FFO ：
本日 ○ ○2-1

3-1

4-1 ）用使未（

5-1 1CD 、 3CD 効無／効有の 効無 効有 ○ ○

6-1 え替り切の行改帰復動自 みの帰復 行改帰復 ✕ ○

7-1 え替り切の令指刷印 +RC 他のそ RC みの ✕ ○

8-1 RC え替り切の能機 行改帰復 みの帰復 ○ ○

1-2 1 え替り切の形字のロゼの系ドーコトイバ ロゼき付ュシッラス ロゼしなュシッラス ○ ○

2-2 え替り切のドーモンョシーレュミエ タンリプジーペ
（ LDPN ） 102 ンョシーレュミエ ✕ ✕

3-2 え替り切のドーモクッィフラグ ドーモーピコ ドーモブィテイネ ✕ ○

4-2
）用使未（

5-2

6-2 7 ／トッビ 8 え替り切のターデトッビ 7 トッビ 8 トッビ ✕ ○

7-2 4A え替り切の数桁刷印トーレトーポ 08 桁 87 桁 ○ ○

8-2 4B → 4A 率小縮の小縮 3/2 倍 5/4 倍 ○ ○

1-3 定設の量整調微置位紙用はたま定設の量ンジーマトフレ
（ 631 ）ドーモ桁
4 のチッイスのつ FFO/NO を量整調でせわ合み組の 01/1 位単チンイ

ェウトフソタンリプはていつに定設とせわ合み組（。るす定設で
ア MOR-DC ［ LAUNAM ）とこの照参を］

てべす FFO ：0 チンイ ○ ○
2-3

3-3

4-3

5-3 （定設の向方整調微置位紙用 631 ）ドーモ桁 向方右 向方左 ○ ○

6-3 （定設の置位紙用 631 ）ドーモ桁 せわ合央中 せわ合端左 ○ ○

7-3 631 え替り切の効無／効有のドーモ桁 効有 効無 ✕ ○

8-3 用使未

1-4
用使未

2-4

3-4 1cCSE ／るす化期初をターデ録登ので
え替り切のいなし いなし化期初 るす化期初 ✕ ○

4-4 FF いなし／るす力出を紙白でみのドーコ
え替り切の いなし力出 るす力出 ✕ ○

5-4 え替り切の向方プーケスドンラ り回計時 り回計時反 ○ ○

6-4

用使未7-4

8-4

1-5 え替り切の効無／効有のドーコ期同 * 効有 効無 ✕ ○

2-5

用使未

3-5

4-5

5-5

6-5

7-5

8-5

メモリスイッチ設定項目一覧（1/2）
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WSM 能機 NO （1） FFO （0） P/CSE -CP
SOTP

1-6 TES え替り切のいなし／るす用使を いなし用使 るす用使 ○ ○

2-6 定指作動の時ーバーオリモメ てしと落を度像解
刷印

てし示表をーラエ
るす止停 ○ ○

3-6

用使未

4-6

5-6

6-6

7-6

8-6

1-7 グンミイタチッラターデのブーロトスターデ ドーモチッラ縁後 ドーモチッラ縁前 ✕ ○

2-7

用使未

3-7

4-7

5-7

6-7

7-7 fSF をしなズイサ紙用定指のでドンマコ
え替り切のいなし／るす示表 いなし示表 るす示表 ✕ ○

8-7 fSF ／るすを小縮動自のでドンマコ
え替り切のいなし いなし小縮動自 るす小縮動自 ✕ ○

1-8 （ジッリノクア・ィジビ YSUB － KCA グンミイタの）
2 のチッイスのつ FFO/NO す定設をグンミイタでせわ合み組の

ェウトフソタンリプはていつにグンミイタとせわ合み組（。る
ア MOR-DC ［ LAUNAM ）トーポロトンセ（）とこの照参を］

グンミイタ A ○ ○
2-8

3-8 （ジッリノクア KCA 幅の）
2 のチッイスのつ FFO/NO でせわ合み組の KCA 。るす定設を幅の

アェウトフソタンリプはていつに幅とせわ合み組（ MOR-DC
［ LAUNAM ）トーポロトンセ（）とこの照参を］

1µs ○ ○
4-8

5-8

用使未
6-8

7-8

8-8

メモリスイッチ設定項目一覧（2/2）

* Windowsから印刷を行う場合はMSW5-1をOFF (0) に、PC-PTOSから印刷を行う場合はMSW5-1をON (1) にしてください。
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　テストメニュー　　　　　　　→�

　インサツセッテイメニュー　　→�

ステータス印刷開始�メニューモード終了�
ディスプレイは通常表示�
に戻る�

BA

　テストメニュー�
←ステータスインサツシ゛ッコウ→�

サンプル印刷開始�

＊1

＊2

　テストメニュー�
←サンフ゜ルインサツシ゛ッコウ→�

連続印刷印刷開始�　テストメニュー�
←レンソ゛クインサツシ゛ッコウ→�

16進ダンプ印刷開始�
　テストメニュー�
←１６シンタ゛ンフ゜シ゛ッコウ→�

　ヨウシメニュー　　　　　　　→� 　ヨウシメニュー�
←ホッハ゜　ショキセッテイ　　→�

　インサツセッテイメニュー�
←コヒ゜ーマイスウ　　　　０１＊�

　インサツセッテイメニュー�
←コヒ゜ーマイスウ　　　　２０＊�

　ホッハ゜　ショキセッテイ�
←　　　　　　　　　ホッハ゜１＊�
　ホッハ゜　ショキセッテイ�
←　　　　　　　　　ホッハ゜２＊�

　インサツセッテイメニュー�
←トナーセツヤク　　　　ＯＦＦ＊�
　インサツセッテイメニュー�
←トナーセツヤク　　　　　ＯＮ＊�

　インサツセッテイメニュー�
←インシ゛ノウト゛　　　アワイ＊�
　インサツセッテイメニュー�
←インシ゛ノウト゛　ヤヤアワイ＊�
　インサツセッテイメニュー�
←インシ゛ノウト゛　　　フツウ＊�
　インサツセッテイメニュー�
←インシ゛ノウト゛　　ヤヤコイ＊�
　インサツセッテイメニュー�
←インシ゛ノウト゛　　　　コイ＊�

…
�

　ヨウシメニュー�
←リレーキュウシ　セッテイ　　→�

　リレーキュウシ　セッテイ�
←ホッハ゜　　リレー　　ＯＦＦ＊�
　リレーキュウシ　セッテイ�
←ホッハ゜　　リレー　　ＯＮ　＊�

　リレーキュウシ　セッテイ�
←ホッハ゜１　リレー　　ＯＦＦ＊�
　リレーキュウシ　セッテイ�
←ホッハ゜１　リレー　　ＯＮ　＊�

　リレーキュウシ　セッテイ�
←トレー　　　リレー　　ＯＦＦ＊�
　リレーキュウシ　セッテイ�
←トレー　　　リレー　　ＯＮ　＊�

　リレーキュウシ　セッテイ�
←ホッハ゜２　リレー　　ＯＦＦ＊�
　リレーキュウシ　セッテイ�
←ホッハ゜２　リレー　　ＯＮ　＊�

＊3

＊2

＊2

}
}
}

　ヨウシメニュー�
←ハイシュツサキ　セッテイ　　→�

　ハイシュツサキ　セッテイ�
←　　　　　フェイス　タ゛ウン＊�
　ハイシュツサキ　セッテイ�
←　　　　　フェイス　アッフ゜＊�

メニューツリー

メニューモードのメニューは木が枝分けれして広がっていくような構造になっています。そのため、すべ
てのメニューを構造がよくわかるように表したものを「メニューツリー」と呼びます。以下に1400Xのメ
ニューツリーを示します。図中グレーの表示は工場設定です。

メニューツリー（1/6）
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Ｄ�Ｃ�

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　インシ゛イチセッテイメニュー�
←ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ→�

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　ホッハ゜１　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　インシ゛イチセッテイメニュー�
←ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ→�

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　ホッハ゜２　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

Ｅ� Ｆ�

Ｂ�Ａ�

＊2

＊2

…
�

…
�

…
�

…
�

…
�

…
�

…
�

…
�

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　インシ゛イチセッテイメニュー�
←ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ→�

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　ホッハ゜　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

　インシ゛イチセッテイメニュー�
�

＊3

…
�

…
�

…
�

…
�

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　インシ゛イチセッテイメニュー�
←トレー　　　　ヒ゛チョウセイ→�

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　トレー　　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

…
�

…
�

…
�

…
�

メニューツリー（2/6）
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Ｄ�Ｃ� Ｅ� Ｆ�

HG I J

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　インシ゛イチセッテイメニュー�
←オモテメン　　ヒ゛チョウセイ→�

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　オモテメン　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

…
�

…
�

…
�

…
�

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　インシ゛イチセッテイメニュー�
←ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ→�

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＴＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　＋３．９ミリ＊�

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　　　　０ミリ＊�

　ウラメン　　　ヒ゛チョウセイ�
←ＬＭ　　　　　　－３．９ミリ＊�

…
�

…
�

…
�

…
�

…
�

　リョウメンインサツメニュー�
←ショキセッテイ　　　　ＯＦＦ＊�
　リョウメンインサツメニュー�
←ショキセッテイ　　　　ＯＮ　＊�

　リョウメンインサツメニュー　→�

　リョウメンインサツメニュー�
←ヨハク　　　　　　　　０ミリ＊�

　リョウメンインサツメニュー�
←ヨハク　　　　　　　２０ミリ＊�

　リョウメンインサツメニュー�
←クリッフ゜　　　　　　ＯＮ　＊�
　リョウメンインサツメニュー�
←クリッフ゜　　　　　　ＯＦＦ＊�

　リョウメンインサツメニュー�
←トシ゛シロ　　　　ロンク゛１＊�
　リョウメンインサツメニュー�
←トシ゛シロ　　　　ショート１＊�
　リョウメンインサツメニュー�
←トシ゛シロ　　　　ロンク゛２＊�
　リョウメンインサツメニュー�
←トシ゛シロ　　　　ショート２＊�

　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ�
←　　　　　　　　　　　ムコウ＊�
　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ�
←　　　　　　　　　５ヒ゛ョウ＊�

　ウンヨウメニュー　　　　　　→�
�

　ウンヨウメニュー�
←シ゛ト゛ウ　ハイシュツ　　　→�

　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ�
←　　　　　　　　１５ヒ゛ョウ＊�
　シ゛ト゛ウ　ハイシュツ�
←　　　　　　　　３０ヒ゛ョウ＊�

＊4

＊4

＊4

メニューツリー（3/6）
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LK

　フォントメニュー�
←１ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊�
　フォントメニュー�
←１ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊�

　フォントメニュー　　　　　　→�

　フォントメニュー�
←カンシ゛２　　　　コ゛シック＊�
　フォントメニュー�
←カンシ゛２　　　　　（任意）＊�

　フォントメニュー�
←クニヘ゛ツ　　　　ニッホ゜ン＊�
　フォントメニュー�
←クニヘ゛ツ　　　　　アメリカ＊�
　フォントメニュー�
←クニヘ゛ツ　　　　イキ゛リス＊�
　フォントメニュー�
←クニヘ゛ツ　　　　　ト゛イツ＊�
　フォントメニュー�
←クニヘ゛ツ　　スウェーテ゛ン＊�

　フォントメニュー�
←カンシ゛１　　　　コ゛シック＊�
　フォントメニュー�
←カンシ゛１　　　　　（任意）＊�

　フォントメニュー�
←モシ゛セット　ＪＩＳ１９７８＊�
　フォントメニュー�
←モシ゛セット　ＪＩＳ１９８３＊�
　フォントメニュー�
←モシ゛セット　ＪＩＳ１９９０＊�

　フォントメニュー�
←カンシ゛　　　　　ミンチョウ＊�
　フォントメニュー�
←カンシ゛　　　　　カンシ゛１＊�
　フォントメニュー�
←カンシ゛　　　　　カンシ゛２＊�

　フォントメニュー�
←２ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊�
　フォントメニュー�
←２ハ゛イトケイ　セ゛ロ　　０＊�

　フォントメニュー�
←ＡＮＫ　　　　ヒョウシ゛ュン＊�
　フォントメニュー�
←ＡＮＫ　　　　　　イタリック＊�
　フォントメニュー�
←ＡＮＫ　　　　　　　クーリエ＊�
　フォントメニュー�
←ＡＮＫ　　　　　　コ゛シック＊�

　ヘ゜ーシ゛フ゜ロテクト�
←　　　　　　　　　　　ＯＦＦ＊�
　ヘ゜ーシ゛フ゜ロテクト�
←　　　　　　　　　　　ＯＮ　＊�

　ウンヨウメニュー�
←メモリ　セッテイ　　　　　　→�

　メモリワリアテ�
←　　　　　　　ヒョウシ゛ュン＊�
　メモリワリアテ�
←シ゛ュシンハ゛ッファユウセン＊�
　メモリワリアテ�
←　　モシ゛キャッシュユウセン＊�
　メモリワリアテ�
←　　フォームトウロクユウセン＊�

＊5

＊5

＊6

＊6

}
HG I J

}}

メニューツリー（4/6）
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NM

LK

　ト゛ウサ　エミュレーション�
←　　　　　　　　　　ＮＰＤＬ＊�
　ト゛ウサ　エミュレーション�
←　　　　　　　　　ＥＳＣ／Ｐ＊�

　ト゛ウサメニュー�
←ト゛ウサ　エミュレーション　→�

　ト゛ウサメニュー　　　　　　→�
�

　ト゛ウサ　エミュレーション�
←セントロ　　　　　　ＮＰＤＬ＊�
　ト゛ウサ　エミュレーション�
←セントロ　　　　　ＥＳＣ／Ｐ＊�

　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ�
←タイムアウト　　　５ヒ゛ョウ＊�
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ�
←タイムアウト　　１５ヒ゛ョウ＊�
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ�
←タイムアウト　　３０ヒ゛ョウ＊�

　ト゛ウサ　エミュレーション�
←ＬＡＮ　　　　　　　ＮＰＤＬ＊�
　ト゛ウサ　エミュレーション�
←ＬＡＮ　　　　　　ＥＳＣ／Ｐ＊�

　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ�
←　　　　　　　　　　　ＯＦＦ＊�
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ�
←　　　　　　　　　　　ＯＮ　＊�

　ト゛ウサメニュー�
←ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ→�

　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ�
←セントロ　　　　　　　ＯＦＦ＊�
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ�
←セントロ　　　　　　　ＯＮ　＊�

　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ�
←ＬＡＮ　　　　　　　　ＯＦＦ＊�
　ト゛ウサシ゛ト゛ウ　キリカエ�
←ＬＡＮ　　　　　　　　ＯＮ　＊�

　Ａ４ホ゜ートレート　ケタスウ�
←　　　　　　　　　　７８ケタ＊�
　Ａ４ホ゜ートレート　ケタスウ�
←　　　　　　　　　　８０ケタ＊�

　ＮＰＤＬセッテイメニュー�
←Ａ４ホ゜ートレート　ケタスウ→�

　ＮＰＤＬセッテイメニュー　　→�
�

　エミュレーション�
←　　２０１　エミュレーション＊�
　エミュレーション�
←ヘ゜ーシ゛フ゜リンタモート゛＊�

　ＮＰＤＬセッテイメニュー�
←エミュレーション　　　　　　→�

　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←ヒ゛チョウセイ　ヒタ゛リ１５＊�
　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←ヒ゛チョウセイ　　　　　　０＊�
　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←ヒ゛チョウセイ　　ミキ゛　１＊�

　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←ヒ゛チョウセイ　　ミキ゛１５＊�

　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←　　　　　　　　　　ユウコウ＊�
　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←　　　　　　　　　　　ムコウ＊�

　ＮＰＤＬセッテイメニュー�
←１３６ケタモート゛　セッテイ→�

　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←ヨウシイチ　　　　　ヒタ゛リ＊�
　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←ヨウシイチ　　　　チュウオウ＊�

　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←ヒ゛チョウセイ　　　　　　０＊�
　１３６ケタモート゛　セッテイ�
←ヒ゛チョウセイ　ヒタ゛リ　１＊�…

�
…
�

＊10

＊11

＊11

＊7

＊8

＊8

}
}
}
＊7

＊8

＊8

}
}
}

}

}

＊9}

メニューツリー（5/6）
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M N

　セッテイショキカメニュー�
←ショキカ　　　　　シ゛ッコウ→�
　セッテイショキカメニュー�
←ヨヒ゛タ゛シ　　　シ゛ッコウ→�
　セッテイショキカメニュー�
←キオク　　　　　　シ゛ッコウ→�

　セッテイショキカメニュー　　→�
�

　メモリスイッチメニュー　　　→�
�

　　　　　　　１２３４５６７８�
←ＭＳＷ１　　００００００００＊�

　　　　　　　１２３４５６７８�
←ＭＳＷ２　　００００００００＊�

　　　　　　　１２３４５６７８�
←ＭＳＷ３　　００００００００＊�

　　　　　　　１２３４５６７８�
←ＭＳＷ４　　００００００００＊�

　　　　　　　１２３４５６７８�
←ＭＳＷ５　　００００００００＊�

　　　　　　　１２３４５６７８�
←ＭＳＷ６　　００００００００＊�

　　　　　　　１２３４５６７８�
←ＭＳＷ７　　００００００００＊�

　　　　　　　１２３４５６７８�
←ＭＳＷ８　　００００００００＊�

メニューツリー（6/6）

*1 設定されている用紙がA4のときのみ表示されます。
*2 増設ホッパ（500）が装着されているときのみ表示されます。
*3 ホッパが1段（標準状態）のときのみ表示されます。
*4 両面印刷ユニットが装着されているときのみ表示されます。
*5 増設されているメモリ量によって表示・設定できる項目が異なります。
*6 本装置では常にゴシックのみ表示されます。
*7 マルチプロトコルLANボードが装着されていないとき（標準状態）のみ表示されます。
*8 マルチプロトコルLANボードが装着されているときのみ表示されます。
*9 動作自動切り替えでいずれかの設定がONのときのみ表示されます。
*10 201エミュレーションモード時のみ表示されます。
*11 136桁モードが有効のときのみ表示されます。
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この章ではMultiWriter 1400X用のオプション品の紹介と、それぞれオプションの取り付け方、取り付け
後の動作確認のしかたなどを説明します。

蘆 増設ホッパ（500）
蘆 両面印刷ユニット
蘆 フェイスアップトレイ
蘆 赤外線インタフェースアダプタ
蘆 マルチプロトコルLANボード
蘆 増設RAMサブボード
蘆 USBプリンタケーブル
蘆 NPDL（Level2）リファレンスマニュアル

3章
オプション
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内蔵／装着オプション一覧

増設ホッパ（500）*

両面印刷ユニット

フェイスアップトレイ*

マルチプロトコルLANボード

増設RAMサブボード

装置前面

装置背面

* このイラストは両面印刷ユニット、増設ホッパ（500）、フェイスアップトレイすべてを装着した場合の例です。両面印刷ユ
ニットがない場合は増設ホッパとフェイスアップトレイはプリンタ本体へじかに取り付けることができます。

両面印刷ユニット

増設ホッパ（500）*
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オプション品の紹介
オプション品のご購入にあたりましては、お買い上げの販売店または最寄りのBit-INN、NECマイコン
ショップなどにお問い合わせください。

増設ホッパ（500）  (PR-L1400X-03)
2段目のホッパとしてに増設し、A4、レターの用紙（普通紙）を500枚ま
でセットすることができます。

サイズ ： 396（W）×397（D）×114（H）mm
重量 ： 約4.6kg

両面印刷ユニット (PR-L1400X-04)
このユニットを装着すると用紙の両面に印刷することができます。片面
に印刷した用紙は自動的にプリンタ内で反転され、もう片面に印刷され
ます。ただし両面印刷できるのはホッパから給紙されたA4、レターサ
イズの普通紙のみです。PC-PTOS環境ではご利用になれません。

両面印刷をする場合プリンタに8MB以上の増設RAMサブボードを増設
することをお勧めします。

サイズ ： 396（W）×499（D）×248（H）mm
重量 ： 約6.4kg

フェイスアップトレイ (PR-L1400X-01)
印刷された面を上（フェイスアップ)にして排紙し、スタックします。
用紙経路がストレートになるためラベル紙など厚い紙に印刷したい場合
使用します。はがき、OHP、ラベル紙等の厚い紙を約40枚スタックで
きます。
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マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L01）
PC-PR-L01はIPX/SPX、NetBEUI 、TCP/IP 、DLC、AppleTalkの各
プロトコルに対応したプリンタ内蔵型のLANボードです。10BASE-2、
10BASE-T、LocalTalkインタフェースを装備しています。

なおMacintoshから印刷する場合は、別売の拡張プリンタドライバ
（PR2200NW2-21）が必要です。

赤外線通信インタフェースアダプタ (PC-CA291)
PC-CA291は、インタフェースケーブルを使ってプリンタに接続する外
付けタイプのインタフェースアダプタです。IrDA規格に準拠した赤外線
送信機能を装備し、コンピュータとプリンタをワイヤレス（プリンタ
ケーブルを使用しない）接続することができます。Windows 95のみ対
応。

赤外線通信インタフェースアダプタは片方向（コン
ピュータ→プリンタ）でのみ通信が可能です。
PrintAgentのように双方向（コンピュータ←→プリ
ンタ）通信が必要な機能は使用できません。

マルチプロトコルLANボード（PC-PR-L02）
PC-PR-L02はIPX/SPX、TCP/IP 、DLCの各プロトコルに対応したプ
リンタ内蔵型のLANボードです。100BASE-TX、10BASE-Tインタ
フェースを装備しています。

重要�

PC-PR-L01が対応しているネットワーク環境

NetWare: NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J、IntranetWare（NDS対応）
Windows NT: Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
LAN Manager: OS/2 LANマネージャ2.1bおよびOS/2 LANサーバJ3.0
Windows 95: NEC TCP/IP Printing Systemにより対応
Macintosh: 漢字Talk7.1.x、7.5.x、Mac OS 7.6、7.61、8.0（ただしQuickDraw GXには対応していません）
UNIX: TCP/IP（ftp、lpr）

PC-PR-L02が対応しているネットワーク環境

NetWare: NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J、IntranetWare（NDS対応）
Windows NT: Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
Windows 95: NEC TCP/IP Printing Systemにより対応
UNIX: TCP/IP（ftp、lpr）
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増設RAMサブボード
本オプションを増設することにより次のような効果があります。

蘆 複雑な印刷データの印刷性能向上
蘆 メモリ不足で印刷できない両面印刷などの解消
蘆 フォーム登録数の増加
蘆 受信バッファの拡大

1400Xでは次の増設RAMボード（カッコ内はRAM容量）以外は使用で
きませんのでお買い求めの際はご注意ください。

蘆 PC-9821-ME2（8MB）
蘆 PC-9821-ME3（16MB）
蘆 PC-9821-ME4（32MB）

日本語ページプリンタ言語NPDL（Level 2）リファレンスマニュアル
（PC-PRNPDL2-RM）
1400Xの様々な動作を制御する命令およびプログラミングについての詳
しい解説書です。NPDL(Level 2)

NPDL(Level 2)

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
�

USBプリンタケーブル（PC-CA-U01）
PC-CA-U01はMultiWriter 1400ＸとUSBコネクタを持つPC98-NXシ
リーズを接続するプリンタケーブルです。USBプリンタケーブルをご使
用になる場合、コンピュータにUSBプリンタケーブルドライバをインス
トールする必要があります。

すでにコンピュータにUSBプリンタケーブルドライバがインストールさ
れている場合、USBプリンタドライバのアップデートが必要になる場合
があります。添付の「プリンタソフトウエアCD-ROM」のディレクトリ
「USBUPDT」にUSBプリンタケーブルドライバが入っています。アップ
デートの方法についてはディレクトリ「USBUPDT」内のREADME.TXT
をご覧ください。

Windows 95（OSR2.1以降）にのみ対応していま
す。双方向通信については一部使用できない機能が
あります。USBプリンタケーブルについて詳細情報
は情報サービスより提供しています（問い合わせ先は
USBプリンタケーブルのマニュアルを参照くださ
い）。

重要�
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増設ホッパ（500） （PRL1400X-03）
PR-L1400X-03 増設ホッパ（500）は大量印刷を可能に
するためのオプションです。

プリンタの下に装着し「ホッパ2」として普通紙を500枚
セットすることができます。PR-L1400X-04 両面印刷
ユニットとの併設も可能で、その場合は両面印刷ユニッ
トの下に設置します（56ページのオプション装着図参
照）。

標準プリンタへの取り付け

ここでは両面印刷ユニットが装着されていない標準の状態のプリンタに増設ホッパを取り付ける方法を説
明します。まず増設ホッパに添付されている設置の手引きをご覧になり、梱包材の取り外しと箱の中身の
確認を行ってください。

プリンタの重さは標準で約13kgです。増設ホッパへの取り付け、プリンタの
移動は2名以上で行ってください。注 意�

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブルをプリンタから取り外
す。

4 正しい位置で載っていることをプリンタと増
設ホッパの角で確認する。

2 設置場所に増設ホッパを置く。

増設ホッパの向きを確認してください。

3 増設ホッパの上にプリンタを載せる。

増設ホッパの上の3本のポストをプリンタの穴に合
わせてください。
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5 取り付けピース2個をプリンタと増設ホッパの
背面に取り付ける。

6 標準カセットを引き抜く。増設カセットは途
中まで引き抜く。

7 取り付けピース2個をプリンタと増設ホッパの
前面に取り付ける。

8 標準カセットと増設カセットを元に戻す。

増設ホッパを取り外すときは上記の手順を逆に行ってください。
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注 意�

4 正しい位置で載っていることをプリンタと増
設ホッパの角で確認する。

5 取り付けピース2個をプリンタ（両面印刷ユ
ニット）と増設ホッパの背面に取り付ける。

両面印刷ユニット装着済みプリンタへの取り付け

ここではすでに両面印刷ユニットが装着されている状態のプリンタに増設ホッパを取り付ける方法を説明
します。まず増設ホッパに添付されている設置の手引きをご覧になり、梱包材の取り外しと箱の中身の確
認を行ってください。

プリンタの重さは標準で約13kgです。増設ホッパへの取り付け、プリンタの
移動は必ず2名以上で行ってください。

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブルをプリンタから取り外
す。

2 設置場所に増設ホッパを置く。

増設ホッパの向きを確認してください。

3 増設ホッパの上にプリンタを載せる。

増設ホッパの上の3本のポストをプリンタの穴に合
わせてください。
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6 両面トレーを引き抜く。増設カセットは途中
まで引き抜く。

7 取り付けピース2個をプリンタ（両面印刷ユ
ニット）と増設ホッパの前面に取り付ける。

8 両面トレーと増設カセットを元に戻す。

増設ホッパを取り外すときは上記の手順を逆に行ってください。



64

用紙のセット

増設ホッパへの用紙のセット方法は標準ホッパと同じです。本マニュアル「用紙をセットする」（24ページ）
をご覧ください。

ただし、増設ホッパのエンドガイドは、標準ホッパのものと形状が異なります。以下の手順でエンドガイ
ドの位置を用紙の長さに合わせてください。

1 カセットの側壁を少し広げながらエンドガイド
を持ち上げて両側のロックを外す。

重要�

エンドガイドは13インチ、14インチ長の位置にもセットすることはできますが、本プリンタで
は印刷することはできません。

2 用紙サイズに合わせてから押してロックする。

A4、レター（8.5×11インチ）サイズのみご使用にな
れます。
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2 ホッパスイッチを押し、ディスプレイの表示を
“ホッパ2”にする。

ホッパの切り替え

取り付けた増設ホッパから給紙するために使用するホッパを標準ホッパ（ホッパ1）から増設ホッパ（ホッパ
2）に切り替えます。ここでは操作パネルを使った方法を説明します。

ホッパの切り替えは、操作パネル以外にもプリンタドライバやリモートパネルを使って行うことができま
す。またホッパを増設すると一方のホッパの用紙がなくなったら自動的にもう一方のホッパに切り替える
リレー給紙の設定ができます。詳しくは、ユーザーズマニュアル［2/2］「印刷の設定」をご覧ください。

ホッパの切り替えには、次の2つの方法があります。

蘆 ホッパスイッチを使う　― 切り替えたホッパはプリンタが初期化（電源OFF、リセットスイッチ）
されるまで選択されます。

蘆 メニューモードを使う　― プリンタが初期化されても切り替えたホッパが選択されます。

次にそれぞれの選び方について説明します。

ホッパスイッチで切り替える
操作パネルのホッパスイッチを使って増設ホッパを選択します。

1 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを消灯さ
せる。

ホッハ゜２　　　Ａ４　ホ゜ート�
ＮＰＤＬ�

3 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを点灯さ
せる。

4 コンピュータからデータを送る。

印刷可�
印刷可�

印刷可�
印刷可�

ホッパ�
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3 ▼スイッチを2回押す。

“ヨウシメニュー　→”と表示されます。

4 蜷スイッチを押す。

ホッパ初期設定の表示になります。

2 メニュースイッチを押す。

プリンタはメニューモードに入り、ディスプレイに
は“テストメニュー　→”と表示されます。

メニューモードで切り替える
メニュー機能内のプリンタの初期設定を設定変更します。

1 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを消灯さ
せる。

6 印刷可スイッチを押し、印刷可ランプを点灯さ
せる。

ディスプレイ上段に“ホッパ2　××　×××”と表示
されていれば設定は完了です。表示されていないと
きはもう一度最初からやり直してください。

この状態は、電源投入時、トレー給紙からホッパ給紙に切り替えたとき、プリンタを初期化したとき、常
に選択された増設ホッパが表示されます。

メニュー�

テストメニュー�

印刷可�
印刷可�

ヨウシメニュー�

メニュー�

縮小�

ホッハ゜　ショキセッテイ　　　　�
ホッハ゜１＊�

5 設定変更スイッチを押して、ディスプレイ下段
を　“←　ホッパ2＊”に変更する。

設定変更�

ストップ�

ホッハ゜　ショキセッテイ　　　　�
ホッハ゜２＊�

印刷可�

印刷可�
ホッハ゜２　　　Ａ４　ホ゜ート�

ＮＰＤＬ�
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用紙が正常に給紙され、次のように「ホッパ2」と印刷されていれば増設ホッパは確実に取り付けられてい
ることになります。

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これで、増
設ホッパの取り付けは完了です。

Ｖｅｒｓｉｏｎ　�
　エンジン　　：００．００　００００００００　　�
　コントローラ：００．００�
�
オプション�
　無し�
�
給紙構成�
　ホッパ１：Ａ４　（Ａ４、Ｂ５、レター）�
　ホッパ２：Ａ４　（Ａ４、レター）�
　トレー　：Ａ５　（Ａ４、Ａ５、Ｂ５、レター、はがき）�
　�

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊�

（以下省略）�

4 蜷スイッチを1回押す。

ディスプレイ下段には“←ステータスインサツジッコ
ウ　→”と表示されます。

テストメニュー�
　ステータスインサツシ゛ッコウ�メニュー�

5 さらに蜷スイッチを1回押す。

プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプ
レイには“テストインサツチュウ”と表示されます。 メニュー�

テストインサツチュウ　　　　　　�
�

メニュー�

テストメニュー�

3 メニュースイッチを1回押す。

ディスプレイには、“テストメニュー　→”と表示さ
れます。

テスト印刷

増設ホッパが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行います。

1 ディスプレイに“ホッパ2”と表示されているこ
とを確認する。

2 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消灯
させる。

ホッハ゜２　　　Ａ４　ホ゜ート�
ＮＰＤＬ�

印刷可�

印刷可�
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両面印刷ユニット （PR-L1400X-04）
PR-L1400X-04 両面印刷ユニットを装着するとホッパ
から給紙したA4、レターサイズの普通紙に両面印刷す
ることができます。（PC-PTOS環境ではご利用になれ
ません。）

本オプションはプリンタの真下と後ろに接するように装
着されます。増設ホッパ（500）やフェイスアップトレイ
との併設も可能ですが、その場合はそれらのオプション
をいったん取り外して両面印刷ユニットから装着してく
ださい（56ページのオプション装着図参照）。

注 意�

取り付け

まず増設ホッパに添付されている設置の手引きをご覧になり、梱包材の取り外しと箱の中身の確認を行っ
てください。

プリンタの重さは標準で約13kgです。増設ホッパへの取り付け、プリンタの
移動は必ず2名以上で行ってください。

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブルをプリンタから取り外
す。

2 設置場所に両面印刷ユニットを置く。

両面印刷ユニットの向きを確認してください。

3 リアユニットを起こしてピンにストッパプ
レートを引っ掛ける。

プリンタ前面側

両面印刷を行う場合、印刷データによってはプリンタのメモリが不足し正しく印刷されないこと
があります。8MB以上の増設RAMサブボードの装着でプリンタメモリを増設することをお勧め
します。

チェック�

✔
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4 両面ガイドをプリンタの排紙スロットに取り
付ける。

両面ガイドのピン2本をプリンタ側の穴に合わせて
位置を決めます。

7 リアユニットを開けた状態にして両面印刷ユ
ニットの上にプリンタを載せる。

両面印刷ユニット上の4本のポストをプリンタの穴
に合わせてください。

5 ガイドクリップ2個で両面ガイドの位置を固定
する。

6 カバーオープナーの先端をプリンタ背面のギ
アカバー下の穴に差し込んで、こじ開けギア
カバーを取り外す。

8 正しい位置で載っていることをプリンタと両
面印刷ユニットの角で確認する。

9 取り付けピース2個をプリンタと両面印刷ユ
ニットの背面に取り付ける。
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10 リアユニットを起こしてロックする。

11 標準カセットを引き抜く。両面トレーは途中
まで引き出す。

12 取り付けピース2個をプリンタと両面印刷ユ
ニットの前面に取り付ける。

13 標準カセットと両面トレーを元に戻す。

両面印刷ユニットを取り外すときは上記の手順を逆に行ってください。
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テスト印刷

両面印刷ユニットが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行いま
す。

1 ディスプレイに“リョウメン”と表示されている
ことを確認する。

2 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消灯
させる。

3 メニュースイッチを1回押す。

ディスプレイには、“テストメニュー　→”と表示さ
れます。

4 蜷スイッチを1回押す。

ディスプレイ下段には“←ステータスインサツジッコ
ウ　→”と表示されます。

5 さらに蜷スイッチを1回押す。

プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプ
レイには“テストインサツチュウ”と表示されます。

印刷結果に次のように「両面印刷ユニット」と印刷されていれば両面印刷ユニットは確実に取り付けられて
いることになります。

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これで、両
面印刷ユニットの取り付けは完了です。

Ｖｅｒｓｉｏｎ　�
　エンジン　　：００．００　００００００００　　�
　コントローラ：００．００�
�
オプション�
　両面印刷ユニット�
�
給紙構成�
　ホッパ１：Ａ４　（Ａ４、Ｂ５、レター）�
　ホッパ２：Ａ４　（Ａ４、レター）�
　トレー　：Ａ５　（Ａ４、Ａ５、Ｂ５、レター、はがき）�
　�

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊�

（以下省略）�
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フェイスアップトレイ （PR-L1400X-01)
フェイスアップ排紙口から用紙を排出すると用紙経路
がストレートになるためラベル紙など厚い紙の印刷に
適しています。PR-L1400X-01フェイスアップトレイ
を装着するとトレイ上に、はがき、OHP、ラベル紙等
の厚い紙が印刷された面を上にして約40枚スタックで
きます。

本オプションはプリンタのフェイスアップ排紙口に装
着します。両面印刷ユニットと併設したい場合は両面
印刷ユニットのフェイスアップ排紙口に装着します
（56ページのオプション装着図参照）。

1 フェイスアップトレイのタブ3か所をプリンタ
（両面印刷ユニット）後方の排紙スロット付近
にある穴に合わせる。

2 延長トレーを引き出す。

3 さらに延長トレーを開く。

フェイスアップトレイには重いもの
を載せないでください。トレーが破
損します。

重要�

注 意�

取り付け

印刷の直後などは排紙スロット付近が大変熱くなっている場合があります。取
り付け作業はプリンタの電源を切って十分冷めるのを待ってから始めることを
お勧めします。

標準プリンタ

両面印刷ユニット装着済みプリンタ
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赤外線通信インタフェースアダプタ
（PC-CA291）

PC-CA291はインタフェースケーブルを使ってプリン
タに接続する外付け型のインタフェースアダプタで
す。これによりプリンタはIrDA規格に準拠した赤外線
送信機能を装備しているコンピュータからワイヤレス
でデータ受信できるようになります。IrDA規格に準拠
しているコンピュータであれば最大4Mbpsのデータ速
度で通信が可能です（Windows 95のみ対応）。

赤外線通信インタフェースアダプタは片方向（コンピュータ→プリンタ）でのみ通信が可能です。
PrintAgentのように双方向通信（コンピュータ←→プリンタ）が必要な機能は使用できません。

動作環境

PC-CA291は、以下に示す条件をすべて満たすNEC PC98-NXおよびPC-9800シリーズまたはDOS/V対
応機のコンピュータに対応しています。

蘆 i486以上のCPU（i486 33MHz以上を推奨）
蘆 7.6MB以上のRAM
蘆 7MBのハードディスク空き容量
蘆 マウスまたはWindowsで利用できるポインティングデバイス（推奨）
蘆 Windows 95（日本語版）環境を備えている
蘆 赤外線送信機能付き（IrDA規格準拠）
蘆 アダプタに添付のTranXit 3がインストールされている

各部の名称

重要�

通信切り替えスイッチ

ステータスランプ

赤外線受光部

プリンタ用コネクタ

PC用コネクタ

DCコネクタ

前面 背面
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蘆 アダプタのコネクタ部には手を触れないでください。手を触れると、コネクタ部の接点が汚
れ、接触不良になることがあります。

蘆 アダプタの赤外線受光部には手を触れないでください。手を触れると、受光部が汚れ、コン
ピュータとの通信状態が不良となることがあります。

接続例

コンピュータとプリンタに接続した例を以下に示します。この場合、PC-CA291はアダプタ前面にあるス
イッチで通信をケーブル接続されているコンピュータと赤外線通信機能付きコンピュータに切り替えるこ
とができます。

赤外線通信インタフェースアダプタの取り付け

チェック�

✔

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コード、イ
ンタフェースケーブルをプリンタから取り外
す。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原因
となることがあります。

重要�

MultiWriter 1400X

赤外線通信インタフェース
アダプタ PC-CA291 コンピュータ

（赤外線機能非装備）

コンピュータ
（赤外線機能装備）
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3 同時に他のコンピュータからも直接データを
受信したい場合は以下のように接続する。

お使いになれるケーブルは直接プリンタに接続する
ときの当社指定のプリンタケーブルと同じです
（121ページをご覧ください）。

赤外線通信とインタフェースケーブルによる通信を
可能にした接続は以下のようになります。

4 ACアダプタのコネクタをPC-CA291に接続
し、ACアダプタ本体を壁付きコンセントに差
し込む。

ACアダプタを差し込むことによって他の差し込み
がふさがってしまう場合は添付のACタップをご利
用ください。

ACアダプタはテーブルタップなどでタコ足配線
されたコンセントには差し込まないでくださ
い。またこのACタップには1500W以上の容
量のACコンセントを差し込まないでください。
過熱し、火災や感電の原因となることがありま
す。

5 PC-CA291前面のLEDが赤色点灯することを
確認する。

もし緑色点灯している場合はアダプタ前面の通信切
り替えスイッチを切り替えて赤外線通信モードに設
定してください。

6 プリンタ、コンピュータの順に電源をONにす
る。

7 赤外線通信インタフェース取扱説明書に従い
TranXit 3をインストールし、赤外線通信を行
うためのソフトウェアの設定を行う。

TranXit 3をインストールする前にあらかじめ
NMPSソフトウェアをインストールしておいてくだ
さい。インストール方法はユーザーズマニュアル
［2/2］をご覧ください。

赤外線通信インタフェースアダプタを取り外すと
きは、上記の手順6から逆に行ってください。

注 意�

2 PC-CA291とプリンタを添付のインタフェー
スケーブルで接続する。
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マルチプロトコルLANボード
1400Xには各種ネットワークに接続するマルチプロトコルLANボードが2種類用意されています。

PC-PR-L01

PC-PR-L01はIPX/SPX、NetBEUI 、TCP/IP 、
DLC、AppleTalkの各プロトコルに対応したプリンタ
内蔵型のLANボードです。10BASE-2、10BASE-T、
LocalTalkインタフェースを装備しています。

PC-PR-L01が対応しているネットワーク環境は以下のとおりです。

蘆 NetWare .................... NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J、IntranetWare（NDS対応）
蘆 Windows NT ............ Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
蘆 LAN Manager .......... OS/2 LANマネージャ2.1bおよびOS/2 LANサーバJ3.0
蘆 Windows 95 ............ NEC TCP/IP Printing Systemにより対応
蘆 Macintosh ................ 漢字Talk7.1.x、7.5.x、Mac OS 7.6、7.61、8.0（ただしQuickDraw GXには

対応していません）
蘆 UNIX ........................... TCP/IP（ftp、lpr）

PC-PR-L02

PC-PR-L02はIPX/SPX、TCP/IP 、DLCの各プロト
コルに対応したプリンタ内蔵型のLANボードです。
100BASE-TX、10BASE-Tインタフェースを装備し
ています。

PC-PR-L02が対応しているネットワーク環境は以下のとおりです。

蘆 NetWare .................... NetWare 3.11J、3.12J、4.1J、4.11J、IntranetWare（NDS対応）
蘆 Windows NT ............ Windows NT3.1、3.5、3.51、4.0
蘆 Windows 95 ............ NEC TCP/IP Printing Systemにより対応
蘆 UNIX ........................... TCP/IP（ftp、lpr）
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マルチプロトコルLANボードを使ったLAN印刷

マルチプロトコルLANボードを装着したMultiWriter 1400ＸとPrintAgent機能を利用して印
刷できるのはWindows 95かWindows NT4.0/3.51をインストールしたコンピュータだけで
す。

LANボードをお使いになるには、ネットワーク用ケーブルが必要です。使用する環境に合わせて、以下に
示すケーブルを別途お求めください。1400XとMacintoshとをLocalTalkで接続する場合は、Macintosh
のマニュアルを参照して接続してください。

PC-PR-L01の場合

蘆 10BASE-T ................ PC-9868-21, PC-9868-22, PC-9868-28, PC-9868-29
蘆 10BASE-2 ................ PC-9867-21, PC-9867-22, PC-9867-23

PC-PR-L02の場合

蘆 100BASE-TX .......... PC-9868-28, PC-9868-29
蘆 10BASE-T ................ PC-9868-21, PC-9868-22, PC-9868-28, PC-9868-29

PC-PR-L01を使用し、Macintoshから印刷を行うには、別売のPR2200NW2-21 拡張プリ
ンタドライバが必要です。
また、Macintoshからの印刷においては、両面印刷、リプリント機能などサポートしていない
機能があります。

重要�

MultiWriter 1400X�
マルチプロトコルLANボード内蔵�

TCP/IP�
プロトコル�

AppleTalk�
プロトコル�

TCP/IP�
プロトコル�

IPX/SPX�
プロトコル�

NetBEUI�
プロトコル�

DLC、TCP/IP�
プロトコル�

LAN�
Manager

Windows�
NT4.0/NT3.51

UNIX

Windows 95 NetWare

Macintosh

チェック�

✔
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3 LANボードにあるLEDを手前にし、ガイド
レールに沿ってLANボードを差し込む。

カチッと手ごたえがあるまで押し込みます。

5 接続用のケーブルと電源コードを取り付け
る。

6 ネットワークケーブルでコンピュータに接続
する。

4 ネジ2本でボードを固定する。

ボードの取り付け

マルチプロトコルLANボードの取り付け手順はPC-PR-L01、PC-PR-L02どちらも同じです。使い方や操
作方法については、LANボードに添付の取扱説明書をご覧ください。LANボードを取り外すときは、上記
の手順を逆に行ってください。
ここでは、PC-PR-L01マルチプロトコルLANボードを取り付ける場合の手順を示します。

マルチプロトコルLANボードは大変デリケートな電子部品です。ボードを取り扱うときは、イ
ンタフェースコネクタが付いているフレームなどに触れて身体の静電気を逃がしてから行ってく
ださい。また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品には触れないようにしてくださ
い。

重要�

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブルを取り外す。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原因
となることがあります。

2 LANボード用スロットのプレートを取り外
す。

LANボード用スロットのプレート
はボードを取り外しプリンタを元に
戻すときに必要です。大切に保管し
ておいてください。

重要�

重要�
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動作確認

LANボードは正しく取り付けられていても、ステータス印刷の「オプション」の欄に印刷されません。正し
く取り付けられたかどうかはコンフィギュレーションページの印刷を行って確認します。

1. プリンタの電源をONにし、プリンタが印刷可
能な状態（印刷可ランプ点灯）になったことを確
認する。

2. LANボードのブラケット上のコンフィギュレー
ションページ印刷ボタンを押す。

LANボードの取り付けが正常なら、しばらくすると
以下のようなネットワークに関するプリンタの設定
状況が印刷されます。

NEC LAN Board Configuration Page

Release XX.XX X NEC Ethernet 1183J
(C) Copyright 1992-1997 ITC Ltd.

Node Address : XX:XX:XX:XX:XX:XX

IPX/SPX (NetWare)

Printserver Name : "NP_XXXXXX"
Fileserver Limited : "Disabled"
Remote Printer Mode : Disabled
Remote Printer Number : 0
Ext. Function : Disabled
Total Servers Found : 0
Total Servers Logged : 0
Total Queues Logged : 0
Logged as Rprinter #: --
Fileserver logon time : 5

DLC (WindowsNT)

Name : "XX:XX:XX:XX:XX:XX"

NetBEUI

Name : "NP_XXXXXX"

AppleTalk

Name : "NP_XXXXXX"
EtherTalk Zone: "*"
AppleTalk Entities : "LaserWriter"

"ITC_Responder"

TCP/IP

IP Address : 11.22.33.44
Subnet Mask : 255.0.0.0
Auto IP Address : Enabled

コンフィギュレーション
ページ印刷ボタン
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増設RAMサブボード (PC-9821-ME2/-ME3/ME4）

1400Xは、8メガバイト（8MB）、16メガバイト
（16MB）または32メガバイト（32MB）の増設RAMサ
ブボードを取り付けることで次のような効果がありま
す。

蘆 複雑な印刷データの印刷性能向上
蘆 メモリ不足で印刷できない両面印刷などの解消
蘆 フォーム登録数の増加
蘆 受信バッファの拡大

1400Xは増設RAMサブボードを1つだけ取り付けることができます。

1400Xには指定のEDOタイプの増設RAMサブボードを使用してください。EDOタイプ以外の
増設RAMサブボードを使用すると、故障の原因となることがあります。

サブボードの取り付け

増設RAMサブボードは大変デリケートな電子部品です。サブボードを取り扱うときは、インタ
フェースコネクタが付いているフレームなどに触れて身体の静電気を逃がしてから行ってくださ
い。また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品には触れないようにしてください。

重要�

1 プリンタの電源をOFFにし、電源コードとイ
ンタフェースケーブルをプリンタから取り外
す。

電源をOFFにしてください。ONに
したまま取り付けると、故障の原因
となることがあります。

重要�

2 コネクタフレーム上のねじ2本をゆるめる。

重要�
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3 トップカバーを開け、用紙カセットを引き抜
く。

6 サブボードの切り欠き側がプリンタ前面に向
くようにして、約30度の角度でボードの端を
ソケットに押し込む。

7 十分に押し込んだことが確認できたら、「カ
チッ」という音がするまでボードを水平にす
る。

4 サイドカバー上部を持ち上げてロックを外
す。

5 サイドカバー下部を開いてロックを外しプリ
ンタからサイドカバーを取り外す。

8 サイドカバーを取り付け、ねじ2本で固定す
る。

9 用紙カセットを戻しトップカバーを閉める。

10 電源コードとインタフェースケーブルを取り
付ける。

増設RAMサブボードを取り外すときは、上記の手
順を逆に行ってください。

切り欠き
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5 さらに蜷スイッチを1回押す。

プリンタはステータス印刷を開始します。ディスプ
レイには“テストインサツチュウ”と表示されます。

4 蜷スイッチを1回押す。

ディスプレイ下段に“←ステータスインサツジッコウ
→”と表示されます。

テスト印刷

増設RAMサブボードが正しく取り付けられたかを確認するためにテスト印刷のステータス印刷を行いま
す。

1 プリンタの電源をONにする。

2 印刷可スイッチを押して、印刷可ランプを消灯
させる。 印刷可�

印刷可�

メニュー�

テストメニュー�

メニュー�

テストメニュー�
　ステータスインサツシ゛ッコウ�

メニュー�

テストインサツチュウ　　　　　　�
�

3 メニュースイッチを1回押す。

“テストメニュー　→”と表示されます。

次のように印刷されていれば、増設RAMサブボードは正しく取り付けられたことになります。

8MBを増設した場合

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これで増設
RAMサブボードの取り付けは完了です。

＊＊　プリンタ設定環境　＊＊�

（以下省略）�

Ｖｅｒｓｉｏｎ　�
　エンジン　　：００．００　　0 0 0 0 0 0 0 0�
　コントローラ：００．００�
オプション�
　無し�
�
給紙構成�
　ホッパ１：Ａ４（Ａ４、Ｂ５、レター）�
　トレー　：Ａ４（Ａ４、Ａ５、Ｂ５、レター、はがき）�
�
動作モード�
　サポート言語：ＮＰＤＬ　ＥＳＣ／Ｐ�
　セントロインタフェース：ＮＰＤＬ�
　�
メモリ�
　メモリ容量　　　　：１２ＭＢ�
　ページプロテクト　：OFF�
　メモリ割り当て　　：標準�
　�
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EPカートリッジの交換
ディスプレイが“76　トナーナシ　ＥＰコウカン”と表示したりアラームランプが点灯したら、EPカー
トリッジの交換時期です。

交換する前に

ディスプレイが“76　トナーナシ　ＥＰコウカン”
と表示した場合、交換する前に使用中のEPカート
リッジをプリンタから取り出し、トナーが均一にな
るようにゆっくりと振ってみてください。もう一度
セットしてアラームランプが消灯すれば、まだしば
らく、そのEPカートリッジを使用することができ
ます。

アラームランプが点灯したままなら、新しいEP
カートリッジに交換します。

アラームランプ点灯前でも、印刷が薄くなったとき
は、アラームランプ点灯時と同様に、EPカートリッジをゆっくり振り、トナーを均一にすれば正常な濃さ
に戻ります。

4章
日常の保守
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EPカートリッジの購入

1400Xでご使用になれるEPカートリッジはPR-L1400X-11の
みです。他のモデルのEPカートリッジでは代用できませんので
お買い求めの際はご注意ください。

PR-L1400X-11は1個あたり、約6,000ページの印刷が可能な
標準EPカートリッジです（1400Xに1個添付されています）。新
しいEPカートリッジは、1400Xをお買い求めになった販売
店、NEC Bit-INN、NECマイコンショップなどでお求めになれ
ます。

カートリッジの廃棄について

NECは地球資源の有効活用を目的として使用済みのEPカートリッジの回収を行っています。お客様にはお
手数ながらご使用後はそのまま捨てずに、お求めの販売店またはお近くのNECサービス窓口にお持ちくだ
さい。詳しくは販売店またはNECの相談窓口にお問い合わせください。

EPカートリッジ (PR-L1400X-11)

D3-2792

EPカートリッジの寿命

EPカートリッジの1個あたりの印刷可能ページ数はA4用紙サイズに画像面積比5％（以下はその印刷例）の
印刷を行ったときの値です。印刷用紙サイズ、画像面積比、印刷濃度設定、OPC寿命など、印刷に関する
設定の要因によって印刷可能ページ数は異なります。

画像面積比5％の印刷例

ＥＰカートリッジの寿命について

本プリンタの消耗品の「EPカートリッジ」の寿命は6000枚（A4，画像面積比5％）となって
います。

ここで画像面積比5％の意味およびEPカートリッジの寿命について説明いたします。

従来のシリアルプリンタ（ドットインパクトプリンタや熱転写プリンタなど）では、消耗品の
インクリボンの寿命は「何文字」という表現をしていました。これに対して、本プリンタのよう
なページプリンタでは、「何枚」という単位で表現されます。

このように、表現を「何文字」から「何枚」に変えた理由には、
漓 ページプリンタでは、処理や印刷の単位がページごとになっていること。
滷 漓に関連して、イメージデータやグラフィック等、文字数では把握できないような

データを印刷するケースが増えてきていること。
の２つがあります。

EPカートリッジの寿命を決定するものの１つに、その内部に収容されているトナー（インクに
相当するもの）の量があります。トナーをすべて消費してしまえば、EPカートリッジの寿命とな
ります。（これは従来のインクリボンで、インクがなくなるまでを寿命と呼んだのと同じことで
す）。

従って、「枚数」で寿命を考えるときは、１ページの中でどれくらいのトナーを消費している
かということが問題となります。

１ページの中に黒い部分がどれくらいの割合であるかを表したものが画像面積比です。１ペー
ジの中に黒い部分（印刷）がまったくない状態が0％、まっ黒にすべてのドットを埋め尽くした
状態が100％です。この画像面積比によりカートリッジの寿命は長くも短くもなります。このこ
とから、EPカートリッジの寿命を表現する場合にも、この画像面積比を使って「画像面積比何％
のときに寿命が何枚」という表現をします。従って、印刷する内容の画像面積比が5％より大き
い場合、6000枚印刷する前にEPカートリッジの寿命となる場合があります。

以上によりページプリンタではEPカートリッジの寿命が印刷枚数のみでなく、画像面積比に
よっても変わることがご理解いただけたと思います。

なお、この文書を10.5ポイントでA4用紙に印刷した場合が約5%の画像面積比になります。
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EPカートリッジの交換手順

1. 電源スイッチをOFFにする。
電源ランプが消灯します。

2. 開閉ボタンを押してトップカバーを開ける。

3. 取っ手を持ち、使い終わったEPカートリッジ
を取り出す。

まずカートリッジの手前を持ち上げてから斜めに引
き出します。

電源をOFFにした直後は定着ユニットが高温になっています。交換作業は定着
ユニットが十分に冷めてから始めることをお勧めします。注 意�
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4. EPカートリッジを袋から取り出す。
EPカートリッジに傷がないことを確認してくださ
い。

5. 新しいEPカートリッジの中のトナーを均一に
するため、水平に持って10回程度、図に示す方
向にゆっくり振る。

この時取っ手をもって振らないでください。

6. EPカートリッジの取っ手を上にして机など水
平な場所に置き、側面にとめられているビニー
ルシールの端を持って、ゆっくり引き抜く。

ビニールシールは正常に引き抜けた場合約50cmの長
さになります。正常に引き抜けなかった場合は、
1400Xを購入された販売店に連絡してください。

EPカートリッジを立てた状態でビニールシールを引くと途中で引き抜けなくなるか、切れ
てしまうおそれがあります。
もしビニールシールが途中で引き抜けなくなった状態で、あるいは途中で切れた状態のまま
セットすると、印刷品質が劣化するばかりでなくプリンタ自身に障害が生じることがありま
す。

重要�
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7. EPカートリッジの取っ手を持ち、カートリッ
ジを斜めにして、先端を止まるまで差し込む。

EPカートリッジ左側の矢印をプリン
タのフレーム上にある矢印に合わせ
るとカートリッジが正しい位置に入
ります。

8. カートリッジが水平になるよう後側を軽く押し
下げる。

9. トップカバーを閉じる。
カチッと音がするまでしっかり押し下げます。

EPカートリッジが正しい位置にセットされていない
とトップカバーは閉じません。カバーが閉じないよ
うならカートリッジを取り外して最初から取り付け
直します。
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清　掃

清掃箇所と清掃時期

以下の図に1400Xの清掃する場所とそれぞれの清掃時期、関係する部品について示します。

清掃には、糸くずの出ない乾いた柔らかい布を用意してください。清掃用に以下のようなクリーニング
キットも別売されています。

クリーニングキット （PC-PR601-14）

クリーナー液、クリーニングクロス、綿棒、ブロアブラシが
セットになった清掃用キットです（1400Xには添付されていま
せん）。

レーザミラー
印刷に白スジが入ったら。

クリーニングブラシ
定着ユニット

リブプレート
1か月に1回。用紙の
裏が汚れたら。 ペーパガイド

1か月に1回。用紙の裏
が汚れたら。

転写ローラ
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清掃手順

清掃を行うときは、電源スイッチをOFFにし、電源コードをコンセントから抜
いてください。感電するおそれがあります。また、電源コードは必ずプラグを
持って抜いてください。コード部分を引っ張るとコードが傷み、火災や感電の
原因となることがあります。
電源スイッチをOFFにした直後は、定着ユニット周辺は高温になっています。
清掃作業は定着ユニットが十分に冷めてから始めることをお勧めします。

注 意�

1. 開閉ボタンを押してトップカバーを開ける。

2. 取っ手を持ち、EPカートリッジを取り出す。
まずカートリッジの手前を持ち上げてから斜めに引
き出します。

清掃時に取り外したEPカートリッジ
は、立てたり、裏返しに置いたりしな
いでください。また、直射日光のあた
る場所やほこりの多い場所は避け、水
平な場所に置いてください。

チェック�

✔
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3. レーザミラー上の黄色のクリーニングブラシを
軽く押さえて2～3回スライドさせる。

軽く押さえてスライドさせること。強
く押さえてスライドさせるとレーザミ
ラーを傷つけることがあります。

4. ガイドプレートを開きながらペーパガイド表面
を乾いた柔らかい布で軽くふく。

5. リブプレート表面を乾いた柔らかい布で転写
ローラの方向に軽くふく。

転写ローラ、除電針に触れないように
すること。

重要�

重要�

転写ローラ除電針
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7. カートリッジが水平になるよう後側を軽く押し
下げる。

8. トップカバーを閉じる。
カチッと音がするまでしっかり押し下げます。

EPカートリッジが正しい位置にセットされていない
とトップカバーは閉じません。カバーが閉じないよ
うならカートリッジを取り外して最初から取り付け
直します。

6. EPカートリッジの取っ手を持ち、カートリッ
ジを斜めにして、先端を止まるまで差し込む。

EPカートリッジ左側の矢印をプリン
タのフレーム上にある矢印に合わせ
るとカートリッジが正しい位置に入
ります。
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9. 外観の汚れを柔らかい清潔な布でふき取る。
汚れが落ちにくい場合は、中性洗剤を含ませてた布
で拭き取り、そのあと乾いた布で拭いてください。

アルコール、シンナー等はプリンタの
表面を痛めますので、使用しないでく
ださい。

重要�
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5章
故障かな？と
思ったら

本章では「故障かな？」と思ったときの原因と処置方法を説明します。「故障かな？」と思わせる症状を「印
刷がおかしい」、「アラーム表示が出ている」、「紙づまり」に分けて説明しています。ソフトウェアの不具
合に関してはユーザーズマニュアル[2/2]を参照ください。

印刷がおかしいときは
印刷結果が思うように出なかったりしたときはここで説明する表を参照して原因の確認と処置をしてくだ
さい。表は次の症状でまとめています。

蘆 思うように印刷できない
蘆 印刷に異常が見られる
蘆 印刷できない
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思うように印刷できないとき

思うように印刷ができないとき、次にあげるような症状なら、プリンタまたはアプリケーションの設定を
変えれば、ほとんどの場合は改善できます。

症状 法方理処と因原

いなきで刷印に常正 。かんせまいてし用使をトーポの一同がタンリプの他
（トーポの先用利はてっよにバイラドタンリプ　→ :1PTL 、 :1MOC し対に）どな

影悪にタンリプるいてれさ続接にトーポ一同、めたるすとうお行を信通に常　　
。すまりあがとこるえ与を響　　 swodniW ンリプの他、てし照参をルアュニマの

をトーポのタ　　 X0041 削をバイラドのタンリプの他かるす更変にトーポう違と
。いさだくてし除　　

チッイスリモメのタンリプ 1-5 が NO 。かんせまいてっなに
　→ swodniW や合場う行を刷印らか tnegAtnirP スターテスタンリプ（能機の

チッイスリモメ、合場るなに用利ごを）用使のルネパトーモリやウドンィウ　　
　　 1-5 を FFO をタンリプのい使お、しだた。いさだくてしに SOTP-CP 使おらか

チッイスリモメ、は合場のい　　 1-5 を NO 。すまりあが要必るすに

の線（いなで一均がさ太の線斜
っ違　がさ太の線てっよに度角

）るいて
ンョシーデラグや絵のどな真写

いしかおが

のタンリプ TES 。かんせまいてっなに」るす用使「が定設の
でドーモーュニメはたまバイラドタンリプ、ルネパトーモリ　→ TES を定設の

。いさだくてしに」いなし用使「　　
　　 TES めたるせさ上向を質品刷印の線曲や線斜てし張拡を度像解の時刷印、は

。すまりあがとこるなに状症なうよのこはてっよに容内刷印、がすで能機の　　

プたいてし用使前以が置位刷印
いなわ合とタンリ

が能機約節ーナト NO 。かんせまいてっなに
能機約節ーナトでドーモーュニメはたまバイラドタンリプ、ルネパトーモリ　→

を　　 FFO 刷印し試るす約節を用使のーナトは能機約節ーナト。いさだくてしに
ラグ、けか網、刷印い薄の度濃、線い細とう使を能機のこ。すで能機の用　　

。すまりあがとこるなに明鮮不がンョシーデ　　

。かんせまいてっがちまが定設るす関に刷印・紙用のンョシーケリプア
。いさだくてし定設くし正て見をルアュニマのンョシーケリプア　→

が置位刷印、とるあが目項定設るな異もでかずわ、はてっよにアェウトフソ　　
。すまりあがのもるれず　　

のタンリプ 4A が数桁刷印のトーレトーポ 08 。かんせまいてれさ定設に桁
でルネパトーモリはたまドーモーュニメ　→ 4A を数桁トーレトーポ 87 てしに桁

。いさだく　　
　　 4A が数桁刷印のトーレトーポ 08 刷印の来本、はに合場るいてれさ定設に桁

、てっがたし。すまれさ刷印てれずに左にかずわりよ置位　　 08 れさ定設に桁
。すまりな異が置位刷印はでとタンリプいなでうそとタンリプるいて　　

。んせまいてっ合に格規のタンリプが紙用るいてし用使
（」格規の紙用「　→ 911 。いさだくてし認確、てし照参を）ジーペ

　　 X0041 っ行てっよに擦摩のラーロをり送紙用、はタンリプ紙トッカなうよの
多もと向方横、向方縦に様同とタンリプ紙トッカの他、めたのそ。すまいて　　

。すまりな異もてっよに紙用は差誤のこ。すまし生発が差誤の少　　

とタンリプたいてし用使前以 X0041 。んせまりあが性換互の置位刷印に間のと
、は置位刷印のタンリプ　→ W6/0002RP-CP の等 LDPN はたま )2leveL(LDPN

びよおタンリプ応対　　 106RP-CP 、 206RP-CP 、 R206RP-CP 性換互てし対に
。んせまりあは性換互の置位刷印はてし対にタンリプの他のそ。すまりあが　　
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症状 法方理処と因原

を”スマイテッコノガターデ“
いなし始開を刷印ままたし示表

。んせまりあがドーコ出排はたまドーコジーペ改
］トフシ［、らかてせさ灯消をプンラ可刷印てし押をチッイス］可刷印［　→

。いさだくてし押をチッイス］出排［らがなし押をチッイス　　
、でのなタンリプジーペはタンリプ　　 1 刷印といなわろそがターデの分ジーペ

出排に後最のジーペ、はに中のンョシーケリプア、たま。んせまし始開を　　
がのもいなら送にタンリプをドーコ御制す示をりわ終のジーペのどなドーコ　　

。いさだくてし理処で法方の記上は合場なうよのこ。すまりあ　　

とくおてしに効有を出排動自でルネパトーモリはたまドーモーュニメ、おな　　
。すまれさ出排・刷印に的動自、合場いな来がターデ刷印に内間時たし定設　　
、はに合場なうよるれ切途間時い長が信送ターデのらかターュピンコしだた　　

。いさだくでいなし用使を能機のこ　　

。かんせまいてっなに」タンリプルアリシ「が定設タンリプのンョシーケリプア
。いさだくてし択選をタンリプジーペ　→

ーコ出排、とるいてっなにタンリプルアリシが定設タンリプのアェウトフソ　　
にた新、たま。すまりこ起が状症なうよのこにめたいなら送にタンリプをド　　
ジーペ各ず必めたぐ防を状症なうよのこ、はに合場るす成作をアェウトフソ　　

ドーコ出排に後最の　　 )hC0( 。いさだくてしにうよるす加付を

れさ刷印かしでま中途のジーペ
はたまいな 1 ターデの分ジーペ

が2 れさ刷印てったわにジーペ
うまして

。かんせまいてっなに効有が能機出排動自
。いさだくてしに効無を出排動自でルネパトーモリはたまドーモーュニメ　→
途間時定一が信送のターデのらかターュピンコ（能機出排動自はにタンリプ　　
。すまりあが）能機るす出排・刷印に的動自をターデのでまこそ、とるれ切　　
途に上以間時出排動自たし定設が信送ターデのらかターュピンコ、きとのこ　　
ましてし出排・刷印をターデのでまれそもで中途のジーペ、はに合場たれ切　　

。すまい　　

各、たま　　 SO で定設を間時トウアムイタていつに信送ターデのへタンリプで
ンリプでどなターデな雑複、とい短が間時の定設トウアムイタのこ。すまき　　
止中を信送のターデ刷印がターュピンコ、合場たっなく長が間時ージビのタ　　
でけだるすに効無を出排動自のタンリプはに合場のそ。すまりあが合場るす　　
時の定設トウアムイタ。いさだくてしく長を間時の定設トウアムイタ、くな　　

各は更変間　　 SO ルアュニマズーザーユ。いさだくてし照参をルアュニマの
［　　 2/2 。すまりあてし載記に単簡もに］

。かすまいてっ合はろしじ綴
印とう使を能機プッリクはにきとの刷印面両。いさだくてし認確を囲範刷印　→

。すまりなにうよいなし刷印にジーペの次をターデの分たえ超を囲範刷　　

るなに白空が側左の紙用 ( 刷印
てっよたかに側右の紙用が字文

るれさ刷印 )

。すまりあが合場るな異が置位紙用、はでアェウトフソの部一
でルネパトーモリはたまドーモーュニメ　→ 631 置位紙用、しに効有をドーモ桁

。いさだくてし整調を　　

刷印と前るす小縮、とるす小縮
るな異が果結

りあが合場るな異が果結刷印と前るす小縮とるす小縮、はてっよにターデ刷印
。すま

まいてっ行を刷印小縮りよにとこるす小縮をどな値標座、はでタンリプ　→
るわ変がどなりな重の形図と形図、じ生が差誤め丸の値数、にきとのこ。す　　

。すまりあが合場うましてっな異が果結刷印、りよにとこ　　
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症状 法方理処と因原

が）隔間の行（量行改 2 なに倍
る

1 が行 2 るたわに行

れさ刷印てっな重が字文の行各
うまして

てっま始が刷印らか中途の紙用
うまし

まいてっな異がズイサ紙用るす用使、とズイサ紙用たし定設でンョシーケリプア
。かんせ

さだくてせわ合をズイサの紙用るす用使と定設ズイサ紙用のアェウトフソ　→
。い　　

　　
っ使をルネパトーモリはたまドーモーュニメ、かるす刷印にズイサ紙用の他　→

て　　 4A を数桁トーレトーポ 08 。いさだくてしに桁
　　 4A に紙用のトーレトーポ 08 コ面画のターュピンコルナソーパ（刷印の分桁

。すまりあがとこるなに状症なうよのこ、とう行を）どなーピ　　

。かんせまいてっなに」タンリプルアリシ「が定設タンリプのンョシーケリプア
。いさだくてし択選を」タンリプジーペ「　→

のタンリプてっ使をルネパトーモリはたまドーモーュニメ　→ 631 有をドーモ桁
。いさだくてしに効　　

、はに合場るいてれら作に用専タンリプルアリシがンョシーケリプア　　 631 桁
途の紙用「、に特。すまれさ善改は状症のられこでとこるすに効有をドーモ　　

、はに合場」うましてっま始が刷印らか中　　 631 中を定設置位紙用のドーモ桁
。すまりなにうよるれら得が果結刷印いし正でとこるすにせわ合央　　

に々徐、りなくしかおが量行改
うましてれず

もるす出排を紙用で行改てっよに定指のアェウトフソ、はにアェウトフソの部一
。すまりあがの

、かるすにき付ダーィフトーシを定設のアェウトフソ　→ 1 をさ長のジーペ 76 行
　　 4A( 合場の紙用のズイサ ) 。いさだくてし定設に

刷印が字文るな異と字文の面画
たれさ

。かすまいてし定指をタンリプで法方たし適も最に境環ターュピンコの用使ご
（ルアュニマズーザーユ　→ 2/2 。いさだく覧ごを）

。かすまいてし択選をドーモンョシーレュミエな切適
をドーモンョシーレュミエ、てっ使をチッイスリモメはたまドーモーュニメ　→

。いさだくてし直し択選　　
ーレュミエいし正てに定設ドーモ作動、は合場るいてし択選を定設動自作動　　
を方い使なうよるせさ断中間時い長で中途。いさだくてし直し択選をンョシ　　
れそもで中途のジーペ、とるいてっなに効有が能機出排動自に合場るいてし　　

。すまりあがとこうましてし出排・刷印をターデのでま　　

。かすまいてれさ続接とんちきがルブーケタンリプ
。いさだくてし認確を態状続接の側ターュピンコと側タンリプ　→

。かんせまいてし用使を器替切やァフッバタンリプ
。いさだくてし更変に法方続接いなし用使を器替切やァフッバタンリプ　→

る出が紙白 。かんせまいてっなにき付ダーィフトーシが定設タンリプのアェウトフソ
スリモメはたまドーモーュニメ、は合場るいてっなにき付ダーィフトーシ　→

「で定設のチッイ　　 631 。いさだくてしに効有を」ドーモ桁

１２３４５６�

�

ＡＢＣＤＥＦ�

�

ａｂｃｄｅｆ�

　　１２３４�

５６�

　　ＡＢＣＤ�

ＥＦ�

　　ａｂｃｄ�

ｅｆ�

　　５６�

　　ＥＦ�

　　ｅｆ�

１２３４�

ＡＢＣＤ�

ａｂｃｄ�

１２３�

ＡＢＣ�

ａｂｃ�
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症状 法方理処と因原

いなし能機くし正が刷印面両 がトクテロプジーペ FFO 。かんせまいてっなに
トクテロプジーペ。すまりあがとこるなに刷印面片、はてっよにズイサ紙用　→

を　　 NO 。いさだくてしに

。かすまいてっ合はチッイスリモメ、ドーモーュニメ
。いさだくてし直し定設　→

。かすまいてっ合はズイサ紙用るいてれさトッセ
の紙通普は刷印面両　→ 4A 紙用るいてれさトッセ。んせまし能機かしでータレ、
。いさだくてし認確を　　

？かんせまいてし定設に刷印のらかーレトトンロフ
てし定設に刷印のらかパッホ。んせまえ行を刷印面両はらかーレトトンロフ　→

。いさだく　　

。んせまり足がリモメ
［ルアュニマズーザーユ。すで要必が設増のリモメ　→ 2/2 手の刷印面両「の］

。いさだくてし設増をのもの量容リモメいし正、りなに覧ごを」順　　

SOTP-CP ？かんせまいてし用使で境環
　→ SOTP-CP 。んせまえ行を刷印面両はで境環

で用使くし正が能機トンリプリ
いなき

。かすまいてれさ定設が信通向方双はターュピンコとタンリプ
　→ tnegAtnirP くてし認確をとこるいてっなに定設るすトーポサを信通向方双で

。いさだ　　
しクッェチかうどかるいてれわ使がのもいし正はルブーケタンリプの用使ご　→

。いさだくて　　

。かすまいてれさクッェチが」るす用使を能機トンリプリ「
だくてし認確、き開をトーシ］紙用［のスクッボグロアイダ」ィテパロプ「　→

。いさ　　

。かすまいてれさクッェチが」るす供提を能機トンリプリ「
　→ tnegAtnirP プ有共クーワトッネ（。いさだくてし認確、き開をィテパロプの

の上バーサ、は合場の用使ごをタンリ　　 tnegAtnirP 定設、き開をィテパロプの
）。いさだくてし認確を　　

epyTeurT びよおトンォフ AF
にトンォフタンリプをトンォフ
文の部一とるす刷印てえ換き置
ザデはたま、いなれさ刷印が字

れさ刷印で字文るな異のンイ
。る

の用使ご epyTeurT はたま AF らえ換き置はでトンォフタンリプ、に中のトンォフ
。すまりあが性能可るいてれま含が字文るな異のンイザデはたま字文いなれ

さだくしクッェチを定設の」刷印ままのそを字文殊特「でバイラドタンリプ　→
。い　　

にラムが点網の等クッィフラグ
。るなに刷印たっな

が度像解 ipd042 はたま ipd004 。かんせまいてれさ択選に
。すでのもるよに差誤め丸の算演理論　→ ipd006 。いさだくてし択選に
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症状 法方理処と因原

の字文、りたっ入がわしに紙用
きとむじにがり周

。んせまいてっ合に格規が紙用
（」格規の紙用「　→ 911 。いさだくてし認確、てし照参を）ジーペ

。んせまいてっ合に幅の紙用がドイガドイサ
（」るすトッセを紙用「　→ 42 直しトッセを紙用度一うも、てし照参を）ジーペ

。いさだくてし　　

。かんせまいてしく濃を度濃定設
。いさだくてし直し定設を度濃でバイラドタンリプ、ドーモーュニメ　→

きとるいてれ汚が紙用 。すまいてれ汚が部内のタンリプ
（」掃清「　→ 88 。いさだくてし掃清くよ、てし照参を）ジーペ

きとい薄が刷印 。）灯点プンラムーラア（んせまりあがーナト
　→ PE 「。すで期時換交のジッリトーカ PE （」換交のジッリトーカ 38 ーペ

、てし照参を）ジ　　 PE 。いさだくてし換交をジッリトーカ

。かんせまいてし用使を能機約節ーナト
機約節ーナトでルネパトーモリはたま、バイラドタンリプ、ドーモーュニメ　→

。いさだくてし除解を能　　

。かんせまいてしく淡を度濃定設
。いさだくてし直し定設を度濃でバイラドタンリプ、ドーモーュニメ　→

PE 。すでままたれらけ付り取がルーシルーニビのジッリトーカ
「　→ PE （」換交のジッリトーカ 38 引をルーシルーニビ、てし照参を）ジーペ

。いさだくてい抜き　　　

いなれさ刷印も何 。）灯点プンラムーラア（んせまりあがーナト
　→ PE 「。すで期時換交のジッリトーカ PE （」換交のジッリトーカ 38 ーペ

、てし照参を）ジ　　 PE 。いさだくてし換交をジッリトーカ

PE 。すでままたれらけ付り取がルーシルーニビのジッリトーカ
「　→ PE （」換交のジッリトーカ 38 引をルーシルーニビ、てし照参を）ジーペ

。いさだくてい抜き　　

印刷に異常が見られるとき

印刷にカスレや汚れなど異常が発生する場合は、次の表を参照して異常原因を取り除いてください。

あいうえおかきくけこあいうえおかきくけこ�

アイウエオカキクケコアイウエオカキクケコ�

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ�

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ�

さしすせそたちつてとさしすせそたちつてと�

サシスケソタチツテトサシスケソタチツテト�
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ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ�
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ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ�

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ�

さしすせそたちつてと�

サシスケソタチツテト�

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ�
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症状 法方理処と因原

きとたれさ刷印に黒っ真

いなきでが刷印ーレグの字文

PE 。んせまいてれらけ付り取くし正がジッリトーカ
「　→ PE （」換交のジッリトーカ 38 、てし照参を）ジーペ PE をジッリトーカ

。いさだくてし直け付り取　　

PE 。すまりあが性能可るあが題問にのものそジッリトーカ
「　→ PE （」換交のジッリトーカ 38 いし新、てし照参を）ジーペ PE トーカ

。いさだくてし換交とジッリ　　

。かんせまいてれさクッェチが」るす刷印で黒白を字文「
が」るす刷印で黒白を字文「、き開をスクッボグロアイダ」ィテパロプ「　→
合場るいてれさクッェチ。いさだくてし認確かうどかるいてれさクッェチ　　

。いさだくてし外をクッェチ、は　　

きとる入が線横や線罫に刷印 PE 。んせまいてれらけ付り取くし正がジッリトーカ
「　→ PE （」換交のジッリトーカ 38 、てし照参を）ジーペ PE 　をジッリトーカ

。いさだくてしを刷印トステ枚数、し直け付り取　　

PE 。すまりあが性能可るあが題問にのものそジッリトーカ
「　→ PE （」換交のジッリトーカ 38 いし新、てし照参を）ジーペ PE トーカ

。いさだくてし換交とジッリ　　

。すまいてれ汚がーラミザーレ
（」掃清「　→ 88 。いさだくてし掃清をーラミザーレ、てし照参を）ジーペ

きとるれ汚が裏の紙用刷印 。すまいてれ汚がラーロ写転
。いさだくてしを刷印トステ枚数　→

。すまいてれ汚がトーレプブリかドイガパーペ
（」掃清「　→ 88 。いさだくてし掃清を部内のタンリプ、てし照参を）ジーペ

きとるけ抜く白に的分部 。すまりあが性能可るいてし収吸を気湿が紙用
（」るすトッセを紙用「　→ 42 べすを紙用るあてしトッセ、てし照参を）ジーペ
。いさだくてし換交て　　

。んせまいてっ合に格規が紙用
（」格規の紙用「　→ 911 。いさだくてし認確、てし照参を）ジーペ

。すまりあがとこるす露結が部内タンリプは期冬
を源電　→ NO ままたしに 03 ～分 1 。いさだくてし刷印らかてし置放間時

あいうえおかきくけこ�

アイウエオカキクケコ�

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ�
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症状 法方理処と因原

続（きとるけ抜く白に的分部
）き

PE 。すまりあが性能可るあが題問にのものそジッリトーカ
「　→ PE （」換交のジッリトーカ 38 いし新、てし照参を）ジーペ PE トーカ

。いさだくてし換交とジッリ　　

きとるけ抜く白で状形の線縦 。すまいてれ汚がーラミザーレ
（」掃清「　→ 88 。いさだくてし掃清をーラミザーレ、てし照参を）ジーペ

PE 。んせまいてれらけ付り取くし正がジッリトーカ
「　→ PE （」換交のジッリトーカ 38 、てし照参を）ジーペ PE をジッリトーカ

。いさだくてしを刷印トステ枚数、し直け付り取　　

PE 。すまりあが性能可るあが題問にのものそジッリトーカ
「　→ PE （」換交のジッリトーカ 38 いし新、てし照参を）ジーペ PE トーカ

。いさだくてし換交とジッリ　　

あいうえおかきくけこ�

アイウエオカキクケコ�

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ�

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊ�

さしすせそたちつてと�

サシスケソタチツテト�

ＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ�
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印刷できないとき

次の表に、印刷できないときの症状、および確認と処理方法を示します。それぞれの方法に従って確認、
処理してください。

症状 法方理処と因原

いなし灯点がプンラ源電 がチッイス］源電［ FFO 。すまいてっなに
をチッイス］源電［　→ NO 。いさだくてしに

。んせまいてれま込し差とんちきがドーコ源電
。いさだくてし認確を方両の側トンセンコと側タンリプ　→

。んせまいてれさ給供が気電にトンセンコ
。いさだくてべ調を態状のどな盤電配　→

刷印にのたっわ終り送をターデ
刷印間い長はたま、いなきでが

いなし始開を

。すまいてし灯消がプンラ可刷印
。いさだくてせさ灯点をプンラ可刷印、てし押をチッイス］可刷印［　→

まいてれさ続接くし正はたま、かいないてれさ択選くし正がルブーケタンリプ
。）灯消プンラターデ（んせ

さだくてし直し続接、し認確かルブーケタンリプいし正、てし照参を録付　→
。い　　

。）灯点プンラターデ（んせまりあがドーコ出排はたまジーペ改
に内タンリプ、てし押をチッイス］出排［らがなし押をチッイス］トフシ［　→
す生発く多が態状のこ、たま。いさだくてし刷印をターデ刷印未るいてっ残　　
でルネパトーモリはたまドーモーュニメ、は合場のい使おをアェウトフソる　　

。すましめ勧おをとこるす択選を出排動自　　

ラムーラア（んせまりあが紙用のズイサたれさ定指はたま、かたっなくなが紙用
。んせまいてっ合に格規のタンリプ。）滅点プン

（」るすトッセを紙用「　→ 42 。いさだくてし給補を紙用、てし照参を）ジーペ
　　　

。かんせまいてし滅点がプンラムーラア
（」はきとるいて出が示表ムーラア「の後のこ　→ 201 　さだく覧ごを）ジーペ

。い　　

、でのなタンリプジーペはタンリプ 1 開を刷印といなわろそがターデの分ジーペ
ーデ、はどな合場る送をターデの量多でドーモクッィフラグ、たま。んせまし始

。すまりかかが間時に送転タ
。いさだくち待おし少うも　→

X0041 。かすまいてれさ択選てしと」タンリプう使常通「が
　→ X0041 。いさだくてし択選てしと」タンリプう使常通「を

。すまいてし足不がリモメのターュピンコ
。いさだくてしや増をリモメのターュピンコ　→
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示表イレプスィデ 法方理処と容内のムーラア

印はたま。たしまりなくなが紙用にーレトはたまパッホるいてれさ示表
。んせまりあが紙用のズイサたれさ定指でトッマーォフ刷

し給補にーレトはたまトッセカ紙用を紙用のズイサるいてれさ示表　→
。いさだくて　　　

　 いてい開がーレト面両、ーバカアリのトッニユ刷印面両かーバカプット
。すま

さだくてじ閉とんちきをーレト面両、ーバカアリ、ーバカプット　→
　　　　。い　　

　 PE 。んせまいてれらけ付り取がジッリトーカ
　→ PE 。いさだくてし直け付り取をジッリトーカ PE り取をジッリトーカ

。いさだくてじ閉とんちきをカッタス、とあたけ付　　

。すまいてし生発がりまづ紙
てい除り取を紙用たっまつ、てっ従に」理処のりまづ紙「の後のこ　→

。いさだく　　

トッセが紙用るな異とズイサ定指にーレトはたまパッホるいてれさ示表
。すまいてれさ

押をチッイス］可刷印［、てしトッセにパッホを紙用のズイサ定指　→
。いさだくてし　　

PE 。すで期時換交のジッリトーカ
「　→ PE てっ従に」換交のジッリトーカ PE ス、後換交をジッリトーカ

。いさだくてじ閉とんちきをカッタ　　　
　　　 PE てし押をチッイス］可刷印［、もてくなし換交をジッリトーカ

とこるけ続を刷印は間のし少、ばれすに態状トクレセをタンリプ　　　
終が刷印の的目。すまけ続を灯点はプンラーナト、がすまきでが　　　
ままの態状のこ、たま。いさだくてし換交にかやみす、らたし了　　　

を源電のタンリプ　　　 FFO を源電び再、しに NO “もてしに 67 ーナト　
。んせまきで除解はムーラア”シナ　　　

アラーム表示が出ているときは
保守が必要な時期になったりエラーが発生したりすると、赤色のランプが点滅または点灯し、ディスプレ
イにその内容が表示（アラーム表示）されます。

次の表に、アラーム表示とその内容、および処理方法を示します。それぞれの方法に従って処理してくだ
さい。

ホッハ゜　　　　　Ａ４　ホキュウ�
�

トレー　　　　　　Ａ４　　セット�

７２　カハ゛ーオーフ゜ン�
ホンタイ�

７２　カハ゛ーオーフ゜ン　　　　�
リョウメン　リア��

７３　ＥＰカートリッシ゛ナシ　　�
�

７４　カミツ゛マリ　　　　　　　�
ホンタイ　リョウメン　キュウシ　�

７５　ヨウシサイス゛エラー　　　�
トレー�

７６　トナーナシ　　　　　　　　�
ＥＰコウカン�

７２　カハ゛ーオーフ゜ン　　　　�
リョウメン　トレー��
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示表イレプスィデ 法方理処と容内のムーラア

守保期定 ( 換交のどなトッニユ着定 ) 。すで期時な要必の
。いさだくせわ合い問おに店売販　→

りあはでけわるなくなきで刷印にちだたもてし生発がムーラアのこ　　
態状トクレセをタンリプてし押をチッイス］可刷印［、でのんせま　　
定く早くべるな、しかし。すまきではとこるけ続を刷印、ばれすに　　

“。いさだくてっ行を守保期　　 77 源電、はムーラア”ュシホキイテ
を　　 FFO に次、もてしに NO 。すまし生発再にきとたしに

　 チッイスリモメ（すまいてし足不がリモメるえ蓄をターデ刷印 FFO2-6 の
。）すまし示表みの合場

下を度像解みのジーペのそ。いさだくてし押をチッイス］可刷印［　→
“、かう行を刷印てげ　　 38 ましを示表ムーラアの”カフツサンイ　

ーペ「の」イテッセリモメ「ドーモーュニメ、し設増をリモメ。す　　
を」トクテロプジ　　 NO 。すまりなに能可が刷印いし正ばれすに

　 もでれそ、がたしましとうよし刷印てしと落を度像解でーバーオリモメ
。すまいてし足不がリモメ

行を刷印てしと落を度像解。いさだくてし押をチッイス］可刷印［　→
。すまし棄廃をターデのジーペたしとうお　　

プジーペ「の」イテッセリモメ「ドーモーュニメ、し設増をリモメ　　
を」トクテロ　　 NO 。すまりなに能可が刷印いし正ばれすに

　 。すまいてし足不がリモメな要必に録登ムーォフ
番たっなと象対のムーラア。いさだくてし押をチッイス］可刷印［　→

（号　　 XX 。すまれらて捨み読がターデムーォフの）
ワリモメ「の」イテッセリモメ「ドーモーュニメ、し設増をリモメ　　
登ムーォフでとこるすと」ンセウユクロウトムーォフ「を」テアリ　　

。すまきでがとこるせさ加増をリモメ用録　　

。すまいてれらぎえさが光ーザーレ
　→ PE らぎえさを光ーザーレ、といないてっ入とんちきがジッリトーカ

。すまりあがとこうましてれ　　 PE さだくてし直れ入をジッリトーカ
れらえ考が障故のタンリプは合場るす発再がムーラアもでれそ。い　　

。いさだくけ付し申おを理修に口窓スビーサ守保。すま　　

。すまりあが題問に続接のトッニユ刷印面両
を源電　→ FFO 源電度一うも、し直し着装をトッニユ刷印面両、てしに

をチッイス　　 NO 合場るす発再がムーラアもでれそ。いさだくてしに
おを理修に口窓スビーサ守保。すまれらえ考が障故のタンリプ、は　　

。いさだくけ付し申　　

）示表の外以記上（　 。すまいてし生発が害障
を源電　→ FFO 度一うも、てしに NO ムーラアもでれそ。いさだくてしに

スビーサ守保。すまれらえ考が障故のタンリプ、は合場るす発再が　　
。いさだくけ付し申おを理修に口窓　　

７７　テイキホシュ　　　　　　　�
　　�

８２　メモリオーハ゛ー　　　　　�
�

８３　インサツフカ　　　　　　　�
�

８４　フォームオーハ゛ー　　ＸＸ�
�

５１　　　　　コール５１　　　　�
　　　　　　　　　　　　�

０８　　　　　コール０８　　　　�
　　　　　　　　　　　　�
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紙づまりのときは
紙づまりが発生すると、アラームランプが点滅し、ディスプレイにこ
のメッセージ表示されます。同時にプリンタは印刷を中止し、ディセ
レクト状態（印刷可ランプが消灯）になります。

ディスプレイの下段には紙づまりが発生している箇所を次の3通りのメッセージで表示されます。

給紙部での紙づまりです。考えられる箇所は次のとおりです。
漓 標準ホッパ
滷 増設ホッパ
澆 フロントトレー
潺 ペーパガイド付近

プリンタ本体での紙づまりです。考えられる箇所は次のとおりです。
潺 ペーパガイド付近
潸 定着ユニット
澁 フェイスアップ排紙スロット
澀 フェイスダウン排紙スロット

両面印刷ユニット内での紙づまりです。考えられる箇所は次のとおり
です。
潯 両面トレー
潛 リアユニット
濳 フェイスアップ排紙スロット

７４　カミツ゛マリ　　　　　　　�
ホンタイ　リョウメン　キュウシ　�

７４　カミツ゛マリ　　　　　　　�
キュウシ�

７４　カミツ゛マリ　　　　　　　�
ホンタイ� �

７４　カミツ゛マリ　　　　　　　�
リョウメン　　　　　�

漓

滷

澆

潸

澁
濳

潛

潯

澀

潺

フロントトレー

増設ホッパ（500）

EPカートリッジ定着ユニット

両面印刷ユニット

フェイスアップトレイ

両面トレー

リアユニット
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紙づまりのメッセージが表示されたら次の順序で処理してください。

1. メッセージから紙づまりの箇所がわかったら該当する項目の手順に従って、つまった用紙を取り
除いてください。

2. つまった用紙を取り除くことができたら、EPカートリッジを元に戻し（取り外していたら）、カ
バー類を閉めてください。完全に取り除かれていればアラームは解除され、印刷が再開されます
（通常、印刷は紙づまりを起こしたページから再開されますが、紙づまりの状態によってはそれ
以降のページから再開される場合があります）。

給紙部の紙づまりの処理はトップカバーを一度開けないと、つまった紙が取り除かれたことを検
出しません。漓、滷、澆の箇所の紙づまり処理後はトップカバーを開閉してください。

3. 紙づまりが頻発するようなときは、「紙づまり処理後の確認」（115ページ）を参照して紙づまりを
誘発させる事柄がないか確認してください。

つまった用紙は、このマニュアルの手順どおりに取り除いてください。無理に引き抜こうとする
と、用紙が破れ、残った紙片がプリンタの正しい用紙送りを妨げることがあります。
紙づまりが発生した場合、1400Xでは、つまった用紙が取り除かれると、紙づまりによって正
しく排出されなかった用紙の印刷データから印刷を再開する機能を持っています。
しかし、紙づまりが発生した位置によっては、正しく排出されなかった印刷データから印刷を再
開できない場合があります。

定着ユニット周辺は高温になっていますので、手を触れないよう十分に注意し
てください。

チェック�

✔

注 意�

チェック�

✔
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給紙部の紙づまり

給紙部での紙づまりは用紙のセット位置により取り除き方が異なります。以下にフロントレー、標準（増
設）ホッパ、ペーパガイド付近での用紙の取り除き方について説明します。

フロントトレーの場合

2. フロントレー給紙口でつまっている用紙があっ
たら取り除く。

用紙が半分以上吸入している場合は、
無理に引っ張らないでプリンタ内から
取り除くこと（次の手順に進む）。チェック�

✔

標準（増設）ホッパの場合

1. フロントトレーにセットしてある用紙を取り除
く。

3. 用紙カセットを静かに引き出す。
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4. つまった用紙があったら取り除く。

ペーパガイド付近の場合

7. EPカートリッジを取り外す。

6. 開閉ボタンを押してトップカバーを開ける。

5. 用紙カセットを元に戻す。

増設ホッパ（500）を装着している場合は、手順3～5
と同様に増設カセットを確認してください。
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8. ガイドプレートを開けてペーパガイド付近でつ
まった用紙があったらゆっくり引き抜く。

用紙を強く引っ張ると、途中で切れてしまい、用紙
が取りづらくなりますのでゆっくりと引き抜いてく
ださい。

9. EPカートリッジを元に戻す。

10. トップカバーを閉じる。
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プリンタ内部の紙づまり

1. 開閉ボタンを押してトップカバーを開ける。

2. EPカートリッジを取り外す。

3. ガイドプレートを開けてペーパガイド付近でつ
まった用紙があったらゆっくり引き抜く。

用紙を強く引っ張ると、途中で切れてしまい、用紙
が取りづらくなりますので、ゆっくりと引き抜いて
ください。
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5. フェイスアップ排紙スロットを確認し、つまっ
ている用紙があったらフェイスアップトレイを
取り外す。

両面印刷ユニットを装着している場合はリアユ
ニットを開けて確認する。

注 意�

4. プリンタ内部に用紙が残っていたら取り除く。

用紙が定着ユニットに半分以上吸入し
ている場合は無理に引っ張らないでプ
リンタの外から取り除くこと（次の手順
に進む）。

チェック�

✔

定着ユニット周辺は高温になっていますので触れないよう十分に注意し
てください。
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6. フェイスアップ排紙スロットからつまった用紙
をゆっくり引き抜いてフェイスアップトレイを
元に戻す。

7. フェイスアップトレイまたはリアユニットを元
に戻す。

8. フェイスダウン排紙スロットでつまっている用
紙があったらトップカバーを開けたままゆっく
り引き抜く。
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9. EPカートリッジを元に戻す。

10. トップカバーを閉じる。
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両面印刷ユニットでの紙づまり

オプションの両面印刷ユニットを装着している場合は両面トレー、リアユニット、フェイスアップ排紙ス
ロットでの紙づまりが予想されます。

両面トレーの場合

1. 両面トレーを静かに引き出す。

2. つまった用紙があったら取り除き、フロントト
レーを元に戻す。

リアユニットの場合

3. リアユニットを開け、つまった用紙がないか確
認する。
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4. つまった用紙を取り除き、リアユニットを閉め
る。

フェイスアップ排紙スロットの場合

5. フェイスアップ排紙スロットを確認し、つまっ
ている用紙があったらフェイスアップトレイを
取り外す。

6. フェイスアップ排紙スロットからつまった用紙
をゆっくり引き抜いてフェイスアップトレイを
元に戻す。
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紙づまり処理後の確認

つまっていた用紙を取り除いたら、紙づまりの再発を防止するために、次の事項を確認してください。

蘆 用紙片が紙づまりした場所に残っていませんか。
蘆 トップカバー、リアユニットは確実に閉じられていますか。
蘆 用紙カセットは奥までまっすぐに差し込まれていますか。
蘆 用紙カセット内のサイドガイドおよびエンドガイドが用紙サイズに合っていますか。
蘆 用紙は正しくセットされていますか。
蘆 用紙は規格内のものを使用していますか。また、「用紙の規格」（119ページ）に記載されている事が
らは守られていますか。

蘆 用紙の量が多すぎませんか。 (標準ホッパの容量は、普通紙の場合連量55kg用紙で約250枚で
す。)

蘆 片面印刷されている用紙を使用していませんか。

紙づまり処理直後は、ローラ等に付着したトナーで用紙が汚れることがあります。
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仕様
印刷方式 電子写真記録方式

露光方式：　 レーザダイオード＋ポリゴンスキャナ
現像方式：　 1成分乾式

印刷速度 * 約 12枚 /分（A4用紙縦置き、ホッパ給紙片面印刷時）
* 印刷速度は連続印刷の場合の最大値です。最初のページ、また印刷データの内
容あるいはコンピュータからのデータの送り方などによって異なります。

ウォームアップの待ち時間 電源投入時：　約19秒（20℃）

ファーストプリントタイム 片面印刷時
A4サイズ 約21秒（A4用紙縦置き、ホッパ給紙、印刷終了後3分以内）

両面印刷時　
A4サイズ 約40秒（A4用紙縦置き、ホッパ給紙、印刷終了後3分以内）

用紙容量 ホッパ：250枚（連量55kgの用紙の場合、標準ホッパ1段につき）
トレー：80枚（連量55kgの用紙の場合）

スタック容量 250枚（A4用紙、連量55kg相当）

ドット間隔 1/600インチ×1/600インチ

CPU RV4640

RAM 標準4MByte、最大36MByte（オプション増設時）

インタフェース セントロニクス仕様に準拠（背面に1つ装備）

付録



118

データ形式 NPDL Level 2（201PLエミュレーション含む）、ESC/Pエミュレーション

環境 動作温度：10～32.5℃ 動作湿度： 20～80％RH（結露しないこと）
保管温度：0～32.5℃ 保管湿度： 10～80％RH（結露しないこと）
塵埃量：一般事務室程度 ガス成分：一般事務室程度
気圧：1.013×105 ～ 0.7524×105 Pa（海抜0～2500m）

騒音 動作時：　51dBA
待機時：　43dBA

電源 電圧：　 100V±10％
周波数：　50/60Hz±1Hz

消費電力 動作時 最大： 550W（560VA）―プリンタ単体時
650W（670VA）―フルオプション時　

平均： 280W
節電（待機）時：21W（30VA）以下

寸法 幅421mm×奥行き415mm×高さ228mm（カセット伸長時）

重量 約13kg（消耗品、オプション含まない）

製品寿命 印刷枚数30万枚または使用年数5年のいずれか早い方

消耗品寿命 EPカートリッジ（本体添付）：　約6,000枚（印刷枚数）
（ただしA4用紙、画像面積比5％印刷時）

フォント アウトラインフォント　2種類 （明朝体、ゴシック体）

対応OS 蘆 MS-DOS ver 3.3以上
蘆 Microsoft Windows 3.1（日本語版）
蘆 Microsoft Windows 95（日本語版）
蘆 Microsoft Windows NT3.5（日本語版）
蘆 Microsoft Windows NT3.51（日本語版）
蘆 Microsoft Windows NT4.0（日本語版）
蘆 PC-PTOS Ver. 1.0以上
蘆 DOS/V（MS-DOS 5.0/V以上または IBM DOS Ver. J5.0/V以上）
蘆 Macintosh 漢字Talk 7.1.x、7.5.x、Mac OS 7.6、7.61、8.0（PC-PR-L01使
用時、ただし漢字Talk 7.5.x、Mac OS 7.6、7.61、8.0のQuickDrawGXには
未対応）
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用紙の規格
■　普通紙（乾式PPC用紙）

寸法 A4判（210×297mm）、A5判（148×210mm）、B5判（182×257mm）、レターサイズ
（約216×280mm）

連量 ホッパ給紙：55～70kg
トレー給紙：55～110kg
（連量とは、用紙788×1091mmのサイズの用紙1000枚あたりの重さを示します。）

坪量 ホッパ給紙：64～81.4g/m2

トレー給紙：64～128g/m2

表面電気抵抗 1×109～1×1012Ω

繊維方向 縦目

■　はがき

官製はがきと同等の寸法、連量のものを使用してください。
寸法 官製はがき（148×100mm）
連量 135kg相当
坪量 157g/m2相当

■OHPフィルム

寸法 A4判（210×297mm）
厚さ 0.1mm±0.025mm（100mm±25mm）
乾式PPC用、表面処理されているものを使用してください。

■　ラベル紙

寸法 A4判（210×297mm）
乾式PPC用、台紙全体がラベルで覆われたものを使用してください。

一般的に使用されている連量55kg相当の用紙に関して弊社で推奨している紙質特性を以下に示します。用紙メー
カに用紙を発注するときは下記の値をご参考ください。

蘆 坪量 64～67g/m2 （JIS P8124）
蘆 紙厚 0.085～0.092mm （JIS P8118）
蘆 平滑度 25～50sec （JIS P8119）
蘆 剛度 60cm3/100以上 （クラーク式：JIS P8143）
蘆 表面電気抵抗 1×109～1×1012Ω

ヒント�

✎
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次のような用紙への印刷はおやめください。印刷不良、紙づまり、故障の原因になります。

蘆 無塵紙
蘆 裏移り防止用の白粉（ミクロパウダ）が塗布された用紙
蘆 熱で変質するインクを使った用紙、変質しやすい用紙
蘆 カーボン紙、ノンカーボン紙、感圧紙、感熱紙、酸性紙　
蘆 ざら紙や繊維質の用紙など、表面が滑らかでない用紙
蘆 ミシン目のある用紙、穴あき用紙
蘆 紙の表面に特殊コーティングした用紙、表面加工したカラー用紙
蘆 シワがある、折れている、破れている、湿っている、濡れている、長期間放置した、カー
ルしている、静電気で密着している、貼り合わせてある、のりが付いているなどの用紙

蘆 ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙
蘆 のりがついている封筒
蘆 熱転写プリンタ、インクジェットプリンタで印刷した後の用紙
蘆 次のような状態のラベル紙
台紙全体がラベルで覆われていないもの、部分的に使用したもの、ラベルがはがれかかっ
ているもの、カールしているもの、表面にのりがしみ出ているもの

蘆 すでに片面が印刷されている用紙
蘆 封筒

チェック�

✔

重要�

A

蘆 再生紙、ラベル紙の使用については、制限があります。お買い求めの販売店または、添付の
「ＮＥＣサービス網一覧表」に記載のサービス窓口へお問い合わせください。

蘆 はがき、封筒、OHPフィルムおよびラベル紙の印刷品質は、規格を満たす普通紙の印刷品
質より劣る場合があります。

蘆 ラベル紙への印刷は、ラベルの切れ目部分に文字やイラス
トがかからないようにしてください。

蘆 OHPフィルム、ラベル紙をプリンタにセットするときは十
分にさばいてから行ってください。
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使用できるプリンタケーブル
MultiWirter 1400Xで使用できるプリンタケーブルは次の表のとおりです。

ターュピンコ ルブーケタンリプ

XN-89CP ズーリシ 10-ACRP-CP （ m5.1 ）
502AC-CP （ m4 ）

0089-CP ズーリシ
プイタプットクスデ

プイターワタニミ

ETAM89 く除（ズーリシ fA･eA･sA･pA ）
ETAM89 ズーリシバーサ
WOLLEF89 く除（ズーリシ XB･AB ）
iTLUM89 く除（ズーリシ eC ）

eBnaCiTLUM89 ズーリシ
RATSEULAV ズーリシ

maJeBnaC
BEREC
ENIF89
89H-CP ズーリシ *3

202AC-CP （ m5.1 ）*1
402AC-CP （ m4 ）

LX･LX･AX89-CP 2 *LR･ 3 12-108RP-CP
）付添準標に体本ンコソパ（

の外以記上 41 クスデつ持をスーェフタンイルレラパンピ
プイタプット

R102AC-CP （ m5.1 ）*2
302AC-CP （ m4 ）

89 ズーリシバーサ 89H-VS ズーリシ *3
89-VS ズーリシ

202AC-CP （ m5.1 ）*1
402AC-CP （ m4 ）

ETON89 ズーリシ

eivaL ズーリシ
eliA ズーリシ

thgiLETON89
2dN･2eN･3eN･mN･dN･xN･pN･fN1289-CP

A/SN･A/LN1089-CP

202AC-CP （ m5.1 ）*1
402AC-CP （ m4 ）

の外以記上 02 つ持をスーェフタンイルレラパンピ ETON89
ズーリシ 91-N1089-CP （ m5.1 ）

0089-CP ズーリシ
プイタプットプッラ sT1289-CP 202AC-CP （ m5.1 ）*1

402AC-CP （ m4 ）

（ドーボスーェフタンイ設増タンリプ 49-1089-CP ） 202AC-CP （ m5.1 ）*1
402AC-CP （ m4 ）

V/SOD 機応対 *4 napaJCENlleBdrakcaP 、 MBI 、芝東、通士富、 NOSPE 、
CED 社各他のそ、 10-ACRP-CP （ m5.1 ）

*1 PC-H98-K05と同等。
*2 PC-CA201と同等。
*3 ハイレゾリューションモードでは、プリンタステータスウィンドウ機能、音声メッセージ機能は利用不可。
*4 MS-DOS 5.0/V以上またはIBM DOS J5.0/V以上が動作するIBM PC/AT 100%互換機。

一部のコンピュータによっては、CPUの性能によりPrintAgentの動作が不安定または動作しないものがあります。

PrintAgentはプリンタステータスウィンドウの表示に加えて音声メッセージを通知させることもできます。この機能
を利用できるのはPCM録音・再生など「サウンド機能」を持ったコンピュータです。お手持ちのコンピュータが音声
メッセージ機能を使用できるかどうかはコンピュータに添付のマニュアルをご覧ください。

チェック�

✔
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用語解説

16進ダンプ印刷
プリンタが受信したデータを処理せず、そのまま16進数
で印刷すること。

201PL
NECのシリアルプリンタ用標準コードのこと。

AppleTalk
アップル社が開発したMacintosh専用のネットワーク用
ソフトウエアまたはプロトコル。1400Xの場合マルチプ
ロトコルLANボード「PC-PR-L01」と拡張プリンタドライ
バ「PR2200NW2-21」が必要。

DPI
Dots Per Inchの略。プリンタの解像度などを表す単位。
1インチ当たりのドット数。（→解像度）

EDO
Extended Data Outputの略。高速なアクセスを行うメモ
リ素子の方式。1400Xのメモリを増設する場合このタイ
プの増設RAMサブボードを使用する。

ESC/P
セイコーエプソン社が開発したプリンタを制御する命令
（コマンド）の集まりのこと。

FF
改ページを行うこと。

IPX/SPX
NetWareをネットワークOSとしてインストールしたコン
ピュータが使用するプロトコル。

IrDA
Infrared Data Associationの略。［ポイントアンドビー
ム］データ転送に関する国際規格で、赤外線接続によるコ
ンピュータおよびプリンタ相互間の通信方式を規定する
もの。1400Xの場合「赤外線通信アダプタPC-CA291」を
接続することにより赤外線通信が可能となる。
PrintAgentのような双方向通信はサポートしていない。

ISO 9660
ISO（International Organization for Standardization：国
際標準化機構）が定めたCD-ROM用のファイル形式。多く
のCDはこの方式を採っており、OSによって異なるフォ
ルダやファイルの名前の規則を守ればMacintoshやUNIX
マシンでも読み出すことが可能。

LPI
Lines Per Inchの略。1インチ当たりの行数。

Macintosh
アップル社が開発したパーソナルコンピュータ。Mac
OSには、あらかじめAppleTalkソフトウェアが組み込ま
れており、LocalTalkケーブルシステムやEtherTalkケー
ブルシステムを使ってネットワークを構築する。1400X
と接続する場合マルチプロトコルLANボード「PC-PR-
L01」と拡張プリンタドライバ「PR2200NW2-21」が必
要。

MS-DOS
Microsoft Disk Operating Systemの略。マイクロソフト
社が開発したOS。双方向通信ができないためPrintAgent
機能はサポートされないが1400Xへの印刷は可能。ただ
しWindows 95、Windows NT4.0/NT3.51から「MS-
DOSプロンプト」や「DOS互換ボックス」を使ってMS-
DOSアプリケーションを使っている場合はリモートパネ
ルを使ったプリンタの設定が可能。

NetBEUI
IBM社によって開発された小規模LAN用のプロトコル。
おもにLAN ManagerをネットワークOSにしたときに用
いられる。

NetWare
ノベル社が開発したネットワークOS。プロトコルには
IPX/SPXが用いられる。1400Xの場合マルチプロトコル
LANボード「PC-PR-L01」か「PC-PR-L02」を装着するこ
とで対応可能。

NMPS
NEC MultiWriter Printing Systemの略。Windowsで使用
するプリンタの機能を向上させ、より速く印刷し、より
簡単に操作できるためのシステム。次の3要素を含む。

蘆 プリンタドライバ
蘆 PrintAgent
蘆 NEC TCP/IP Printing System

NPDL
NEC Printer Description Languageの略。NECプリンタ
記述言語。

OHPフィルム
OHP（オーバーヘッドプロジェクタ）用の透明なシート。
プレゼンテーションなどに使用する。印刷するときは、
トレー給紙を用いる。

OS
Operating Systemの略。コンピュータのハードウェア、
ソフトウェアを有効に利用するために総合的管理を行う
ソフトウェアのこと。本書では特に区別して説明する場
合、MS-DOSやWindowsなどプログラムの実行管理など
を行う基本的なソフトウェアを「基本OS」、Windows NT
やNetWareなどネットワークを強く意識したOSを「ネッ
トワークOS」と呼ぶことがあります。
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PrintAgent
NMPS機能の一部で双方向通信を可能にし、印刷状況の
確認、プリンタの設定をコンピュータ画面上から実現し
たソフトウェア。

SET
Sharp Edge Technologyの略。NECのプリンタに採用さ
れている高精細印字機能の一種。

TCP/IP
Transmission Control Protocol/Internet Protocolの
略。ネットワークのプロトコルのひとつ。UNIXをはじめ
Windows NT、Windows 95、Macintoshなど、主要な
OSでサポートされる世界的な標準プロトコルになってい
る。

UNIX
AT&T社のベル研究所で開発された一般的にワークス
テーションで用いられるOS。プロトコルはTCP/IPを用
いるのが標準的。クライアント・サーバシステムにおい
てはUNIXマシンをサーバにする例が多い。

USB
Universal Serial Busの略。キーボード、マウス、スピー
カ、モデム、プリンタなどの周辺機器とコンピュータの
間の接続をすべて同じコネクタとケーブルで統一しよう
とするためのインタフェース。USBで接続するとコン
ピュータ本体の電源を入れたままケーブルの抜き差しが
できるなど利点が多い。1400XではUSBコネクタを装備
しないがUSBプリンタケーブル「PR-CA-U01」を使ってプ
リンタ装備のセントロニクス仕様準拠コネクタとコン
ピュータのUSBコネクタを結ぶことができる。

Windows 95
マイクロソフト社が開発したOS。OS自身に通信ソフト
ウェアを持つためTCP/IPプロトコルを使ってネットワー
クの構築が可能。さらにNetWare、LAN Managerなどの
ネットワークOSを使えば IPX/SPX、NetBEUIプロトコ
ルを使った通信が可能。

Windows NT
マイクロソフト社が開発したOS。1400Xと通信可能な
バージョンはNT4.0、NT3.51でプロトコルにはDLC、
TCP/IPを使う。

イニシャライズ
初期状態にすること。例えば、メモリの内容を全部ゼロ
にしたり、プログラム中のカウンタをゼロにしたりする
こと。

印刷の向き
用紙に対して文字やグラフィックが印刷される方向。縦
向きと横向きがある。

印刷範囲
プリンタ用紙に印刷ができる限界のこと。用紙の上下お
よび左右の余白部分を除いた印刷可能領域を指す。

インストール
一般には設置するという意味であるがここではソフト
ウェアをコンピュータに組み込むという意味。

インタフェース
2つの装置〈デバイス〉を通信できるように接続するための
仕様、ケーブルシステム。1400Xの場合、標準のコネク
タでセントロニクスデータコンピュータ社に準拠したイ
ンタフェースが利用できる。さらにマルチプロトコル
LANボードを装着すれば10BASE-2、10BASE-T、
100BASE-TX、LocalTalkインタフェースが利用でき
る。

ウォームアップ
プリンタの電源をONにした後、ヒートローラが一定の温
度まで上昇して印刷が可能になるまでの状態をいう。
1400Xでは節電機能により長時間印刷を行わないと自動
的にヒータをOFFにしているが、印刷データの受信を待
たずともPSWのウォームアップボタンをクリックするこ
とによりウォームアップをただちに開始できる。

エミュレーション機能
他の装置（プリンタ）のために開発されたソフトウェアの
制御コードが使用できる機能。PC-PR201系シリアルプ
リンタの制御コードが使用できる場合を201PLエミュ
レーションと呼ぶ。

エリート文字
1インチ当たり12文字で印刷する文字のこと。

解像度
プリンタが文字や画像を印刷するときの細かさのこと。1
インチ当たりのドット数で表す（単位はDPI）。

拡張制御コード
制御コードのうち、ESC （1BH）､ FS （1CH）､ のよう
に、あとに続くコードと組み合わせて機能を表すコード
をいう。

紙づまり
用紙がつまってプリンタが動作しなくなった状態をい
う。

基本制御コード
制御コードのうち、CR （0DH）､ LF（0AH）のように単独
で機能を表すコード。

クライアント
ネットワークを介して他のコンピュータ（またはサーバ）
にアクセスしている利用者または、利用者のコンピュー
タ。
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クライアント・サーバLAN
中規模/大規模のネットワークに適した接続形態。専用の
コンピュータ（サーバ）が共有の資源（ハードディスクやプ
リンタ）を管理し、接続を許されたコンピュータ（クライ
アント）が利用できるようにしたもの。本書ではクライア
ント・サーバ型ネットワークとも呼んでいる。（→ピア・
ツー・ピアLAN）

現像ユニット
OPCドラム上に形成された潜像に、負帯電させたトナー
を付着させる役目を持つ。EPカートリッジに内蔵されて
いる。

自動給紙
カット紙（単票用紙）を連続して自動的に給紙することを
いう。

自動排出
コンピュータからのデータが一定時間なかったとき、プ
リンタ内のデータを自動的に印刷して排出する機能。

制御コード
プリンタの動作を制御するためのコード。印刷データと
異なり印刷されない。

セントロニクス・インタフェース
セントロニクスデータコンピュータ社が開発したプリン
タとコンピュータ間の通信仕様。８ビットパラレルデー
タに制御信号を加えてプリンタ用のインタフェース規格
として広く使用されている。1400Xでは標準の36ピン・
パラレルコネクタで使用できる。

双方向通信
コンピュータとプリンタとの間で、情報のやり取りをす
る通信形態のこと。PrintAgent機能を実現するためには
必須な条件。コンピュータから印刷データが送られるだ
けでなく、プリンタからもコンピュータに情報を送るこ
とができるので、印刷の状況がプリンタステータスウィ
ンドウのアニメーションと音声で、正確にわかる。双方
向通信には双方向通信可能なプリンタインタフェースを
装備したコンピュータであるかネットワークで接続され
ていることが必要。

ソフトウェア
コンピュータやプリンタなどハードウェアに作業を実行
させるための命令の集まり。プログラム、アプリケー
ション、オペレーティングシステム、プリンタドライバ
などが含まれる。

たて目
用紙の繊維の流れが長辺と平行に走っているもの。

定着ユニット
用紙上のトナーを熱によって溶かし、圧力を加えて用紙
に固定させる働きをする。

テストページ
プリンタが正常に動作していることを確認するためのも
の。

ドライバ
プリンタドライバの項を参照

ドライブ名
ドライブに割り当てられている文字。「A」や「C」など。

ネットワーク
ケーブルまたは他の手段を用いて接続され、ソフトウェ
アを使って機器（プリンタなど）を共有し、情報を交換で
きるようにしたコンピュータの集団。

ノンインパクト方式
光、電気、磁気、熱などを用いて印刷する方式。機械的
な衝撃によらない印刷方式。

パイカ文字
1インチ当たり10文字で印刷する文字のこと。

ハードウェア
コンピュータ本体、キーボード、マウス、コンピュータ
やプリンタなどコンピュータシステムを構成する個々の
機器またはそれらの総称。

バッファフル
ページバッファに1ページ分の印刷データがたまることを
バッファフルという。バッファフルになると、自動的に
そのページの印刷を行う。これをバッファフル印刷とい
う。

ピア・ツー・ピアLAN
小規模のネットワークに適した接続形態。専用のサーバ
コンピュータを必要とせず、コンピュータどうし、コン
ピュータとプリンタ間で対等に通信が可能となる。
1400Xをピア・ツー・ピア接続して使用するためにはマ
ルチプロトコルLANボード「PC-PR-L01」か「PC-PR-
L02」が必要。本書ではピア・ツー・ピア型ネットワーク
とも呼んでいる。（→クライアント・サーバLAN）

ヒートローラ
定着ユニットにあり、プレッシャローラとともに熱と圧
力でトナーを定着させる働きをする。

フォント
同じ外観、サイズ、スタイルの文字、数字、記号またそ
の他のシンボル等の集合。

不揮発性メモリ
プリンタの電源をOFFにしても記憶した内容が残ってい
るメモリ。
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プリンタケーブル
コンピュータとプリンタを接続するケーブル。インタ
フェースケーブルとも呼ばれる。

プリンタドライバ
コンピュータとプリンタの間のやり取りを仲介するプロ
グラム。インタフェースやフォントの指定、インストー
ルされたプリンタの機能などの情報を、Windowsに提供
する。

プロポーショナル文字
印刷される文字により、印刷幅を変えて印刷する文字の
こと。

ページ記述言語
１ページ分のテキスト（文字）やグラフィック（図形）の
データ、位置情報などを正確に表すための言語。

ページプリンタ
ページ単位で印刷を行うプリンタ。

ポイント（文字の）
印刷される活字の大きさの単位で、1ポイントは1/72イ
ンチ。

ポート
プリンタなどの装置をコンピュータに接続するために使
うコネクタ。

ポートレート
用紙を縦長にした内容で印刷する印刷フォーマットの一
つ。

メニューモード
プリンタの設定をプリンタの操作パネルを使ってメ
ニュー形式で行うモード。

メモリ
データを保存する装置。または情報やプログラムの一時
的な記憶場所。

メモリスイッチ
不揮発性メモリを利用してプリンタのさまざまな設定を
行うスイッチ。機械的にオン／オフを切り替えるスイッ
チではなく、電気的に切り替えるスイッチ。

ランドスケープ
用紙を横長にした内容で印刷する印刷フォーマットの一
つ。

リブプレート
転写後の用紙を定着ユニットまで正しく送り込むための
用紙ガイド。

リプリント
一度印刷したデータを、再度印刷したいときに短時間に
印刷出力を可能にした印刷システム。

連量
用紙の重さを表す単位。一般に788×1091mmのサイズ
の用紙1000枚当たりの重さをいう（本マニュアルで使用
している用紙の連量は、70kg）。
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